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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現した第２設
計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４設計情報を
記憶する記憶手段と、
　前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した前記第
１設計情報を表示する第１の表示、前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物を物理的
な２次元形状で表現した前記第２設計情報を表示する第２の表示および前記第４設計情報
に基づいて前記設計対象物を物理的な３次元形状で表現した前記第３設計情報を表現する
第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
　前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表示
を選択する選択手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記第４設計情報に基づいて、前記表示装置における表示を
制御する制御手段と
　を有する設計支援装置により設計を行う設計支援方法において、
　前記制御手段が、
　　前記設計対象物に関して、前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのな
かから前記選択手段により選択された表示を、それぞれ前記第４設計情報に基づいて前記
表示装置に表示するステップと、
　　ユーザーにより前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示のいずれかに
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おける部品の変更、削除、追加または移動のうちの少なくともいずれかの編集処理がなさ
れると、該編集処理に基づいて前記第４設計情報を変更するとともに、変更した前記第４
設計情報に基づいて該編集処理がなされた前記第１の表示、前記第２の表示または前記第
３の表示の表示内容を変更するステップと、
　　変更した前記第４設計情報に基づいて、該編集処理により変更された前記第１の表示
、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内容との整合性を保持するように、表示内
容が変更されていない前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内容
を変更するステップと
　を実行する
　ことを特徴とする設計支援方法。
【請求項２】
　電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現した第２設
計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４設計情報を
記憶する記憶手段と、
　前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した前記第
１設計情報を表示する第１の表示、前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物を物理的
な２次元形状で表現した前記第２設計情報を表示する第２の表示および前記第４設計情報
に基づいて前記設計対象物を物理的な３次元形状で表現した前記第３設計情報を表現する
第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
　前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表示
を選択する選択手段と、
　前記記憶手段に記憶された前記第４設計情報に基づいて、前記表示装置における表示を
制御する制御手段と
　を有する設計支援装置により設計を行う設計支援方法において、
　前記制御手段が、
　　前記設計対象物に関して、前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのな
かから前記選択手段により選択された表示を、それぞれ前記第４設計情報に基づいて前記
表示装置に表示するステップと、
　　ユーザーにより前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示のいずれかに
おける接続情報の変更、削除または追加のうちの少なくともいずれかの編集処理がなされ
ると、該編集処理に基づいて前記第４設計情報を変更するとともに、変更した前記第４設
計情報に基づいて該編集処理がなされた前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３
の表示の表示内容を変更するステップと、
　　変更した前記第４設計情報に基づいて、該編集処理により変更された前記第１の表示
、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内容との整合性を保持するように、表示内
容が変更されていない前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内容
を変更するステップと
　を実行する
　ことを特徴とする設計支援方法。
【請求項３】
　ネットワークを介して接続された複数の端末と、
　前記ネットワークを介して接続された複数の端末を、前記ネットワークを介して制御す
る端末制御手段と
　を有し、
　前記端末は、
　　電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現した第２
設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４設計情報
を記憶する記憶手段と、
　　前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した前記
第１設計情報を表示する第１の表示、前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物を物理
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的な２次元形状で表現した前記第２設計情報を表示する第２の表示および前記第４設計情
報に基づいて前記設計対象物を物理的な３次元形状で表現した前記第３設計情報を表現す
る第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
　　前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表
示を選択する選択手段と、
　　前記記憶手段に記憶された前記第４設計情報に基づいて、前記表示装置における表示
を制御する制御手段と
　を有する設計支援装置により設計を行う設計支援方法において、
　前記制御手段が、
　　前記設計対象物に関して、前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのな
かから前記選択手段により選択された表示を、それぞれ前記第４設計情報に基づいて前記
表示装置に表示するステップと、
　　ユーザーにより前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示のいずれかに
おける部品の変更、削除、追加または移動のうちの少なくともいずれかの編集処理がなさ
れると、該編集処理に基づいて前記第４設計情報を変更するとともに、変更した前記第４
設計情報に基づいて該編集処理がなされた前記第１の表示、前記第２の表示または前記第
３の表示の表示内容を変更するステップと、
　　変更した前記第４設計情報に基づいて、該編集処理により変更された前記第１の表示
、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内容との整合性を保持するように、表示内
容が変更されていない前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内容
を変更するステップと
　を実行し、
　前記端末制御手段が、
　　前記複数の端末の前記表示装置にそれぞれ表示された表示内容の変化を検出するステ
ップと、
　　前記検出するステップにおいて表示内容の変化を検出したときに、該表示内容が変化
した端末の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変化していない端末の表示
内容を変化させるステップと
　を実行する
　ことを特徴とする設計支援方法。
【請求項４】
　ネットワークを介して接続された複数の端末と、
　前記ネットワークを介して接続された複数の端末を、前記ネットワークを介して制御す
る端末制御手段と
　を有し、
　前記端末は、
　　電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現した第２
設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４設計情報
を記憶する記憶手段と、
　　前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した前記
第１設計情報を表示する第１の表示、前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物を物理
的な２次元形状で表現した前記第２設計情報を表示する第２の表示および前記第４設計情
報に基づいて前記設計対象物を物理的な３次元形状で表現した前記第３設計情報を表現す
る第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
　　前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表
示を選択する選択手段と、
　　前記記憶手段に記憶された前記第４設計情報に基づいて、前記表示装置における表示
を制御する制御手段と
　を有する設計支援装置により設計を行う設計支援方法において、
　前記制御手段が、
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　　前記設計対象物に関して、前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのな
かから前記選択手段により選択された表示を、それぞれ前記第４設計情報に基づいて前記
表示装置に表示するステップと、
　　ユーザーにより前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示のいずれかに
おける接続情報の変更、削除または追加のうちの少なくともいずれかの編集処理がなされ
ると、該編集処理に基づいて前記第４設計情報を変更するとともに、変更した前記第４設
計情報に基づいて該編集処理がなされた前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３
の表示の表示内容を変更するステップと、
　　変更した前記第４設計情報に基づいて、該編集処理により変更された前記第１の表示
、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内容との整合性を保持するように、表示内
容が変更されていない前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内容
を変更するステップと
　を実行し、
　前記端末制御手段が、
　　前記複数の端末の前記表示装置にそれぞれ表示された表示内容の変化を検出するステ
ップと、
　　前記検出するステップにおいて表示内容の変化を検出したときに、該表示内容が変化
した端末の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変化していない端末の表示
内容を変化させるステップと
　を実行する
　ことを特徴とする設計支援方法。
【請求項５】
　表示装置に設計情報を表示し設計を行う設計支援装置において、
　電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現した第２設
計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４設計情報を
記憶する記憶手段と、
　前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した前記第
１設計情報を表示する第１の表示、前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物を物理的
な２次元形状で表現した前記第２設計情報を表示する第２の表示および前記第４設計情報
に基づいて前記設計対象物を物理的な３次元形状で表現した前記第３設計情報を表現する
第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
　前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表示
を選択する選択手段と、
　前記設計対象物に関して、前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなか
から前記選択手段により選択された表示を、それぞれ前記第４設計情報に基づいて前記表
示装置に表示し、ユーザーにより前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示
のいずれかにおける部品の変更、削除、追加または移動のうちの少なくともいずれかの編
集処理がなされると、該編集処理に基づいて前記第４設計情報を変更するとともに、変更
した前記第４設計情報に基づいて該編集処理がなされた前記第１の表示、前記第２の表示
または前記第３の表示の表示内容を変更し、変更した前記第４設計情報に基づいて、該編
集処理により変更された前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内
容との整合性を保持するように、表示内容が変更されていない前記第１の表示、前記第２
の表示または前記第３の表示の表示内容を変更する制御手段と
　を有することを特徴とする設計支援装置。
【請求項６】
　表示装置に設計情報を表示し設計を行う設計支援装置において、
　電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現した第２設
計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４設計情報を
記憶する記憶手段と、
　前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した前記第
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１設計情報を表示する第１の表示、前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物を物理的
な２次元形状で表現した前記第２設計情報を表示する第２の表示および前記第４設計情報
に基づいて前記設計対象物を物理的な３次元形状で表現した前記第３設計情報を表現する
第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
　前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表示
を選択する選択手段と、
　前記設計対象物に関して、前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなか
から前記選択手段により選択された表示を、それぞれ前記第４設計情報に基づいて前記表
示装置に表示し、ユーザーにより前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示
のいずれかにおける接続情報の変更、削除または追加のうちの少なくともいずれかの編集
処理がなされると、該編集処理に基づいて前記第４設計情報を変更するとともに、変更し
た前記第４設計情報に基づいて該編集処理がなされた前記第１の表示、前記第２の表示ま
たは前記第３の表示の表示内容を変更し、変更した前記第４設計情報に基づいて、該編集
処理により変更された前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内容
との整合性を保持するように、表示内容が変更されていない前記第１の表示、前記第２の
表示または前記第３の表示の表示内容を変更する制御手段と
　を有することを特徴とする設計支援装置。
【請求項７】
　表示装置に設計情報を表示し設計を行う設計支援装置において、
　ネットワークを介して接続された複数の端末と、
　前記ネットワークを介して接続された複数の端末を、前記ネットワークを介して制御す
る端末制御手段と
　を有し、
　前記端末は、
　　電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現した第２
設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４設計情報
を記憶する記憶手段と、
　　前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した前記
第１設計情報を表示する第１の表示、前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物を物理
的な２次元形状で表現した前記第２設計情報を表示する第２の表示および前記第４設計情
報に基づいて前記設計対象物を物理的な３次元形状で表現した前記第３設計情報を表現す
る第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
　　前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表
示を選択する選択手段と、
　　前記設計対象物に関して、前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのな
かから前記選択手段により選択された表示を、それぞれ前記第４設計情報に基づいて前記
表示装置に表示し、ユーザーにより前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表
示のいずれかにおける部品の変更、削除、追加または移動のうちの少なくともいずれかの
編集処理がなされると、該編集処理に基づいて前記第４設計情報を変更するとともに、変
更した前記第４設計情報に基づいて該編集処理がなされた前記第１の表示、前記第２の表
示または前記第３の表示の表示内容を変更し、変更した前記第４設計情報に基づいて、該
編集処理により変更された前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示の表示
内容との整合性を保持するように、表示内容が変更されていない前記第１の表示、前記第
２の表示または前記第３の表示の表示内容を変更する制御手段と
　を有し、
　前記端末制御手段は、
　　前記複数の端末の前記表示装置にそれぞれ表示された表示内容の変化を検出する検出
手段と、
　　前記検出手段が表示内容の変化を検出したときに、該表示内容が変化した端末の表示
内容との整合性を保持するように、表示内容が変化していない端末の表示内容を変化させ
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る端末間表示整合手段と
　を有することを特徴とする設計支援装置。
【請求項８】
　表示装置に設計情報を表示し設計を行う設計支援装置において、
　ネットワークを介して接続された複数の端末と、
　前記ネットワークを介して接続された複数の端末を、前記ネットワークを介して制御す
る端末制御手段と
　を有し、
　前記端末は、
　　電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現した第２
設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４設計情報
を記憶する記憶手段と、
　　前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した前記
第１設計情報を表示する第１の表示、前記第４設計情報に基づいて前記設計対象物を物理
的な２次元形状で表現した前記第２設計情報を表示する第２の表示および前記第４設計情
報に基づいて前記設計対象物を物理的な３次元形状で表現した前記第３設計情報を表現す
る第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
　　前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表
示を選択する選択手段と、
　　前記設計対象物に関して、前記第１の表示と前記第２の表示と前記第３の表示とのな
かから前記選択手段により選択された表示を、それぞれ前記第４設計情報に基づいて前記
表示装置に表示し、ユーザーにより前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表
示のいずれかにおける接続情報の変更、削除または追加のうちの少なくともいずれかの編
集処理がなされると、該編集処理に基づいて前記第４設計情報を変更するとともに、変更
した前記第４設計情報に基づいて該編集処理がなされた前記第１の表示、前記第２の表示
または前記第３の表示の表示内容を変更し、変更した前記第４設計情報に基づいて、該編
集処理により変更された前記第１の表示、前記第２の表示または前記第３の表示の表示内
容との整合性を保持するように、表示内容が変更されていない前記第１の表示、前記第２
の表示または前記第３の表示の表示内容を変更する制御手段と
　を有し、
　前記端末制御手段は、
　　前記複数の端末の前記表示装置にそれぞれ表示された表示内容の変化を検出する検出
手段と、
　　前記検出手段が表示内容の変化を検出したときに、該表示内容が変化した端末の表示
内容との整合性を保持するように、表示内容が変化していない端末の表示内容を変化させ
る端末間表示整合手段と
　を有することを特徴とする設計支援装置。
【請求項９】
　請求項５、６、７または８のいずれか１項に記載の設計支援装置において、
　電気的な動作を論理的に表現した前記第１設計情報は、電気的動作を論理的に区分けし
た論理ブロックを含む設計情報である
　ことを特徴とする設計支援装置。
【請求項１０】
　請求項５、６、７、８または９のいずれか１項に記載の設計支援装置において、
　設計対象物を物理的な２次元形状で表現した前記第２設計情報は、少なくとも１つ以上
の基板を有し、複数の基板および前記複数の基板間の電気的な接続情報をも含むものであ
る
　ことを特徴とする設計支援装置。
【請求項１１】
　請求項５、６、８、９または１０のいずれか１項に記載の設計支援装置において、
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　設計対象物を物理的な３次元形状で表現した前記第３設計情報は、電気的な設計情報を
含むものである
　ことを特徴とする設計支援装置。
【請求項１２】
　請求項５、６、７、８、９、１０または１１のいずれか１項に記載の設計支援装置にお
いて、
　前記制御手段は、
　　ユーザーが実行した編集処理に基づき変更した前記第４の設計情報に基づいて、前記
第２の表示と前記第３の表示とにおいて、コネクタおよびフレキシブル基板を表示内容の
整合性を保持して自動発生する自動発生手段
　を有することを特徴とする設計支援装置。
【請求項１３】
　請求項５、６、７、８、９、１０、１１または１２のいずれか１項に記載の設計支援装
置において、
　前記制御手段は、
　　ユーザーが実行した編集処理に基づき変更した前記第４の設計情報に基づいて、前記
第２の表示と前記第３の表示とにおいて、コネクタおよびフレキシブル基板を表示内容の
整合性を保持して自動変更する自動変更手段
　を有することを特徴とする設計支援装置。
【請求項１４】
　請求項５、６、７、８、９、１０、１１、１２または１３のいずれか１項に記載の設計
支援装置において、
　前記第４設計情報は、少なくとも電気設計に関する第５設計情報を含む
　ことを特徴とする設計支援装置。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の設計支援装置において、さらに、
　電気設計に関する前記第５設計情報を選択する設計情報選択手段と、
　前記設計情報選択手段によって選択された前記第５設計情報に基づく情報を出力する出
力手段と
　を有することを特徴とする設計支援装置。
【請求項１６】
　請求項１４または１５のいずれか１項に記載の設計支援装置において、さらに、
　電気設計に関する前記第５設計情報を関連付ける関連付け手段
　を有することを特徴とする設計支援装置。
【請求項１７】
　請求項１、２、３または４のいずれか１項に記載の設計支援方法をコンピューターに実
行させるためのプログラム。
【請求項１８】
　請求項５、６、７、８、９、１０、１１、１２、１３、１４、１５または１６のいずれ
か１項に記載の設計支援装置としてコンピューターを機能させるためのプログラム。
【請求項１９】
　請求項１７または１８のいずれか１項に記載のプログラムを記録したコンピューター読
み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、設計支援方法、設計支援装置、プログラムおよびコンピューター読み取り可
能な記憶媒体に関し、さらに詳細には、コンピューターシステムを用いた各種電化製品な
どの電気製品あるいは電子装置や各種自動車などの機械装置などのような各種装置の設計
に用いる設計支援方法、設計支援装置、プログラムおよびコンピューター読み取り可能な
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記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気製品や電子製品などのような電気的接続関係を備えた各種の製品の開発初期段階に
おいては、確定されていない各種の情報に基づいて製品全体の実現性の見極めの検討が行
われているが、一般に、こうした開発初期段階における設計を「構想設計」と称している
。
　即ち、構想設計とは、製品開発の設計初期段階における設計を意味し、この構想設計の
段階において、製品の企画検討や試作などが行われることになる。
　つまり、この構想設計段階においては、製品を構成する様々なオブジェクト（オブジェ
クトとは、ソフトウェア、回路部品、筐体部品、チップ、モジュール、インターコネクト
、パッケージ、筐体などのような製品を構成する上で必要となる各種の製品構成物を意味
する。）を同時に取り扱い、全てのオブジェクトを総合的に考慮しながら、市場で要求さ
れている機能やデザインを満たすか否かの検討を行うことになる。
【０００３】
　例えば、従来の設計の手順の一例として、デジタルカメラ製品を開発する際の設計の手
順について説明すると、こうした従来の設計手順は、製品企画段階（製品企画）と、機能
設計あるいは仕様設計段階（機能設計／仕様設計）と、実装設計あるいは詳細設計段階（
実装設計／詳細設計）とに分かれており、これら各設計段階に付随して外部からの購入の
検討や従来品の流用の検討（外部からの購入／流用）が行われる。そして、一般に、製品
企画段階および機能設計／仕様設計段階が構想設計に該当する。
　ここで、まず、製品企画段階においては、どのような製品コンセプトや製品概要にする
かを検討することになる。具体的には、どのようなカタログスペックが必要かを検討する
ものであり、デジタルカメラのカタログスペックとしては、例えば、
　　　・光学ズームの倍率
　　　・デジタルズームの倍率
　　　・ＳＤカードメモリ対応の要否
　　　・動画撮影の要否
　　　・液晶表示画面のインチ数
　　　　　　　・
　　　　　　　・
　　　　　　　・
などが検討の対象となる。
　こうした製品企画段階の次には、製品企画で決まった内容を実現するために必要な機能
とその具体的な実現方法を検討する機能設計／仕様設計段階へ進む。
　この機能設計／仕様設計段階においては、中央処理演算機能、グラフィックス機能、Ｉ
／Ｏ機能などを論理ブロック図上に表現する。
　その後、こうした機能設計／仕様設計段階における設計に基づいて、実装／詳細設計を
行ったり、外部からの購入／流用などを行う。即ち、機能と具体的な実現方法とを実際の
製品構成物に分類し、製品構成物のそれぞれを個別に設計したり、外部からの購入の検討
や従来品の流用の検討を行う。
　具体的には、実装／詳細設計段階においては、例えば、半導体の設計、基板の設計、ワ
イヤーやケーブルの設計あるいはフレキ基板の設計などが行われる。
　また、外部からの購入／流用段階においては、例えば、フラッシュ部品、電池、電池ユ
ニット、レンズモジュール、液晶パネルあるいはパネル基板などの購入や流用などが検討
される。
【０００４】
　ここで、上記した機能設計／仕様設計段階について、さらに説明すると、機能設計／仕
様設計段階においては、論理ブロック図を利用した全体システム概略設計を行うことにな
るが、この際には、設計者は参考文献や説明資料や過去事例を参照しながら設計を行って
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いる。
　即ち、設計者が設計を進める際には、紙上での手書きによる作図で設計内容を表現した
り、Ｖｉｓｉｏ（商標）あるいはＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ（商標）といった単なる作画ツー
ルによる作図で設計内容を表現したりしている。あるいは、設計者は、媒体には全く何に
も表現せずに、設計者の想像の中で設計を進めていく。
　ここで、論理ブロック図では、製品の動作イメージを掴むことは可能だが、具体的にど
のような構成を使用して動作を実現していくか不明であるので、そのため、論理ブロック
図以外に書類や簡単な説明文書、参考文献や過去の設計事例などを添付して、全体的な動
作イメージを作り上げていくことになる。
　なお、「論理ブロック」とは、製品機能の単位を表すものである。動作単位でまとめら
れていることが多いが、それを扱う人により表現されている内容の詳細度は異なる。
　また、「論理ブロック図」とは、電気設計者が製品設計を進める上で、論理ブロックを
列挙し、それぞれの関連性を見ることができ、全体的な動作をイメージすることができる
ようにしたものである。
【０００５】
　上記のようにして製品の動作イメージができあがると、できあがった動作イメージを実
際の製品構成物に振り分ける処理を行うことになる。このための作業として、工作により
モックアップやバラック（試作品）を作製したりして擬似的な動作イメージを作り出すこ
とになるが、この際には、論理ブロック図やそれに付随する情報は参考程度に見るだけに
とどまるため、正確な内容で動作イメージを理解することは極めて困難である。
　そのため、動作イメージの製品構成物への振り分けも、曖昧にならざるを得ないもので
あった。
　なお、上記したデジタルカメラの例においては、例えば、半導体、基板、ワイヤー、ケ
ーブル、フレキ基板、フラッシュ部品、レンズモジュール、電池、電池ユニット、液晶パ
ネル、パネル基板などをモックアップやバラックにより作製することになる。
【０００６】
　このように、構想設計段階では、製品開発に係る各種事項、例えば、機能、デザイン、
動作イメージ、コストあるいは販売時期などの見極めが非常に曖昧になりやすいので、こ
のため、各オブジェクトを個別に設計する詳細設計の段階において大きな手戻りが発生し
ているばかりではなく、詳細設計間での情報交換が非常に多くならざるを得ず、それが設
計変更の原因となっているということが指摘されていた。
　また、構想設計段階では、モックアップやバラックを実際に作製してテストを行い、製
品企画に問題がないかを確認しているため、作業時間と費用が嵩むということが指摘され
ていた。
【０００７】
　上記したような背景から、構想設計において、ソフトウェア、回路部品、筐体部品、チ
ップ、モジュール、インターコネクト、パッケージ、筐体などのような製品を構成する様
々なオブジェクトを非常に曖昧な状態で表現でき、なおかつ、それらを機能面ならびに実
装面から設計および検討できる環境を提供することが可能な手法の案出が強く望まれてい
た。
　また、構想設計においては、作業時間と費用が嵩むモックアップやバラックを実際に作
製してテストを行う必要があるため、こうしたモックアップやバラックの作製を行わずに
コンピューター上で試作やテストまでを実施することを可能にした手法の案出が強く望ま
れていた。
【０００８】
　なお、上記したような要望は、構想設計に限らずに各種の段階における設計においても
少なからず存在し、その設計の対象分野も各種電化製品などの電気製品あるいは電子装置
に限られるものではなく、各種自動車などの機械装置などのような各種の装置に及ぶもの
であった。
【０００９】
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　なお、本願出願人が特許出願時に知っている先行技術は、上記において説明したような
ものであって文献公知発明に係る発明ではないため、記載すべき先行技術情報はない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明は、上記したような従来の技術の有する種々の問題点に鑑みてなされたものであ
り、その目的とするところは、コンピューターシステムを用いて、製品を構成する様々な
オブジェクト（ソフトウェア、回路部品、筐体部品、チップ、モジュール、インターコネ
クト、パッケージ、筐体など）を曖昧な状態で表現できるようにし、なおかつ、それらを
機能面ならびに実装面から設計および検討できる環境を提供し、製品全体の概要や製品の
各構成要素の詳細を容易に設計することができるようにした設計支援方法、設計支援装置
、プログラムおよびコンピューター読み取り可能な記憶媒体を提供しようとするものであ
る。
　また、本発明の目的とするところは、作業時間と費用が嵩むモックアップやバラックを
実際に作製してテストを行う必要性を排除して、こうしたモックアップやバラックの作製
を行わずにコンピューター上で試作やテストまでを実施することを可能にした設計支援方
法、設計支援装置、プログラムおよびコンピューター読み取り可能な記憶媒体を提供しよ
うとするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するために、本発明は、コンピューターシステムにおける表示装置の表
示領域として、設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した設計情報を表示する領域と
、設計対象物を物理的な２次元形状で表現した設計情報を表示する領域と、設計対象物を
物理的な３次元形状で表現した設計情報を表示する領域とをそれぞれ設け、これら表示装
置の３つの表示領域に同一の設計対象物を表示するようにしたものである。
　即ち、本発明は、図１に概念的に示すように、設計対象物たる各種製品の回路図、回路
ブロック（論理ブロック）、ハードウェア記述言語、ネットリスト、部品表などのような
電気的な動作を論理的に表現した設計情報（本明細書においては、「Ｌｏｇｉｃａｌ（ロ
ジカル）」または「Ｌ」と適宜に称する。）と、設計対象物たる各種製品を物理的な２次
元形状で表現した設計情報（本明細書においては、「Ｐｈｙｓｉｃａｌ（フィジカル）」
または「Ｐ」と適宜に称する。）と、設計対象物たる各種製品を物理的な３次元形状で表
現した設計情報（本明細書においては、「Ｇｅｏｍｅｔｒｉｃａｌ（ジェオメトリカル）
」または「Ｇ」と適宜に称する。）とを、表示画面上において同時に表示可能としたもの
である。
　また、本発明は、これらＬＰＧの３つの設計情報の整合性をリアルタイムに保持するこ
とを可能にして、ＬＰＧの３つの観点で表現しながら設計対象物たる各種製品の設計を支
援することができるようにしたものである。
　また、本発明においては、ＬＰＧの３つの設計情報の整合性を保持するため、ＬＰＧの
３つの設計情報がリアルタイムに同期・連動するようにしたものである。
　こうしたＬＰＧの３つの設計情報のリアルタイムの同期・連動は、例えば、同一の設計
情報を参照するように制御することにより実現できる。即ち、同一の設計情報を参照して
ＬＰＧの３つの設計情報を取得するようにすれば、ＬＰＧの３つの設計情報は同一の設計
情報に基づくものであるため、結果的にＬＰＧは同期・連動して変化しているように表現
される。なお、上記ＬＰＧの３つのうち、いずれか２つの設計情報を選択し表示すること
も可能である。
【００１２】
　より詳細には、本発明は、ＬＰＧの３つの設計情報の整合性をリアルタイムに保持し、
３つの観点で表現するようにしたものである。
　即ち、Ｌｏｇｉｃａｌ、ＰｈｙｓｉｃａｌおよびＧｅｏｍａｔｒｉｃａｌという３つの
設計情報の整合性を保持し、各々を３つの表示領域で表現するようにしたものである。
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　ここで、上記したように、Ｌｏｇｉｃａｌ（Ｌ）とは電気的な動作を論理的に表現した
設計情報を意味し、また、Ｐｈｙｓｉｃａｌ（Ｐ）とは物理的な２次元形状で表現した設
計情報を意味し、また、Ｇｅｏｍａｔｒｉｃａｌ（Ｇ）とは物理的な３次元形状で表現し
た情報を意味し、これら３つの情報をリアルタイムに同期あるいは連動して整合性を保持
する。
　また、本発明は、設計情報を論理ブロックで表現するようにしたものである。即ち、設
計情報を表現する際に、電気的動作を論理的に区分けした論理ブロックで表示するように
したものである。
　また、本発明は、複数の基板に関する２次元の物理情報を表現するようにしたものであ
る。即ち、設計情報を表現する際に、複数の基板および当該基板間の電気的な接続情報を
包含した２次元の物理情報で表示するようにしたものである。
　また、本発明は、電気的設計情報をもつ３次元の物理情報（組立図）を表現するように
したものである。即ち、設計情報を表現する際に、電気部品、電気的な接続情報、プリン
ト基板の層構成などの電気的な設計情報を包含した３次元の物理情報で表示するようにし
たものである。
　また、本発明は、周辺部品を含む電気部品を自動配置するようにしたものである。即ち
、Ｌｏｇｉｃａｌの表示画面で論理ブロック指定、領域指定、部品指定して選択した電気
部品を、ドラッグアンドドロップなどの操作によりＰｈｙｓｉｃａｌおよびＧｅｏｍａｔ
ｒｉｃａｌの部品検索をリアルタイムにおこない、周辺部品も適切な配置をするようにし
たものである。
　また、本発明は、コネクタおよびフレキ基板の自動発生を行うようにしたものである。
即ち、本発明の手法で部品配置した際に、ＰおよびＧの表示画面で各基板上に最適なコネ
クタ部品を最適な位置に発生し、そのコネクタ間を最適なフレキシブル基板で物理的に接
続する。
【００１３】
　ここで、最適なコネクタ部品とは、基板間を電気的に接続する信号線数に適合するピン
数のコネクタ部品を指す。
　また、最適なフレキシブル基板とは、基板間を接続する信号線数に比例した太さのフレ
キシブル基板を指す。
　なお、Ｇの表示画面上では各基板上のコネクタ間をフレキシブル基板により物理的に接
続し、Ｐの表示画面上ではコネクタ部品とフレキシブル基板をラバーバンドで接続する。
【００１４】
　また、本発明は、コネクタおよびフレキ基板の自動変更を行うようにしたものである。
即ち、Ｐ、Ｇの表示画面上で電気部品を基板間移動した場合、あるいは、電気部品の削除
・追加をした場合に、基板間を電気的に接続する信号線数が変化する。その際に、各基板
上に配置されたコネクタ部品を最適なコネクタ部品に変更し、各基板上の最適な位置に再
配置する。
　また、ＰおよびＧの表示画面上では、フレキシブル基板を基板間を接続する信号線数に
比例した太さに変更し、Ｐのラバーバンドも変更する。
　また、本発明は、ＬＰＧで整合性を保持して部品変更を行うようにしたものである。即
ち、Ｌ、ＰおよびＧのいずれかの表示画面で電気部品を変更した際に、他の２つの表示画
面では論理情報、２次元形状部品あるいは３次元形状部品をリアルタイムに検索し変更す
る。例えば、Ｌの表示画面で回路記号ＩＣ１を部品Ａから部品Ｂに変更した場合に、Ｐの
画面ではＩＣ１を２次元形状の部品Ｂ、Ｇの画面ではＩＣ１を３次元形状の部品Ｂへリア
ルタイムに変更する。
【００１５】
　また、本発明は、ＬＰＧで整合性を保持して部品削除を行うようにしたものである。即
ち、Ｌの画面で電気部品を削除した際に、整合性を保持するためＰおよびＧの２つの表示
画面の２次元形状部品および３次元形状部品をリアルタイムに削除する。例えば、Ｌの表
示画面で回路記号ＩＣ１を削除した場合に、Ｐの画面およびＧの画面からＩＣ１をリアル
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タイムに削除する。
　また、ＰおよびＧのいづれかの表示画面で電気部品を削除した際に、整合性を保持する
ため他方の画面の２次元形状部品および３次元形状部品をリアルタイムに削除する。例え
ば、Ｐの画面で回路記号ＩＣ１を削除した場合に、リアルタイムにＧの画面からＩＣ１を
削除する。
　なお、本発明においては、Ｌの情報を正とするようになされており、このため、部品を
削除した情報はＬからＰおよびＧへは反映するが、ＰおよびＧからＬへは反映しない。た
だし、ＰとＧとは常に同じ状態になるように同期させる。
【００１６】
　また、本発明は、ＬＰＧで整合性を保持して部品追加を行うようにしたものである。即
ち、ＰおよびＧのいずれかの表示画面で電気部品を追加した際に、整合性を保持するため
他方の画面に２次元形状部品および３次元形状部品をリアルタイムに同一座標に追加する
。例えば、Ｐの画面において基板Ａ上の座標値（Ｘ，Ｙ）＝（１０，２０）に回路記号Ｉ
Ｃ２を追加した場合には、Ｇの画面の基板Ａ上の座標値（Ｘ，Ｙ）＝（１０，２０）にＩ
Ｃ２を追加する。
　また、Ｌの画面において特定の論理ブロック内に電気部品を追加した際に、その論理ブ
ロックがＰの画面およびＧの画面で配置されていた場合には、ＰおよびＧの画面に２次元
形状部品および３次元形状部品をリアルタイムに追加する。
　なお、部品追加の際には、ＰとＧとは常に同じ状態になるように同期させる。ただし、
ＬからＰおよびＧへの同期は、ＰおよびＧ上に論理ブロック単位で部品が配置されている
場合に限る。
【００１７】
　また、本発明は、ＰＧで整合性を保持して部品移動（信号線追加）を行うようにしたも
のである。
　即ち、ＰおよびＧのいづれかの表示画面で電気部品を移動した際には、整合性を保持す
るため他方の画面に２次元形状部品および３次元形状部品をリアルタイムに同一座標に移
動する。なお、部品を移動すると同時に信号線も追従する。
　例えば、 
　　条件１．ＰおよびＧの画面で、ＩＣ１が基板Ａに配置され、ＩＣ２が基板Ｂに配置さ
れている、
　　条件２．ＩＣ１とＩＣ２とが、信号線Ｘによって電気的に接続されている、
　　条件３．ＩＣ１とＩＣ２とは異なる基板に配置されているため、信号線Ｘは基板間を
またぐ信号線である、
であったとする。
　この条件下で、Ｐの画面において、ＩＣ２を基板Ｂから基板Ａへ移動する。つまり、基
板間をまたぐ信号線Ｘは、基板Ａ内でクローズした信号線となる。
　上記のように、部品を移動した際には、本発明により、
　　・Ｐの画面では、基板間をまたぐラバーバンドを１本削除する、
　　・Ｇの画面では、基板間をまたぐ信号線が１本削除したため、基板間を接続するフレ
キシブル基板の太さを細くする
　　・基板Ａと基板Ｂに配置されたコネクタ部品は、１本減った信号線数に適合するコネ
クタ部品に変更する
ということがリアルタイムに行われて、整合性が保持される。
【００１８】
　また、本発明は、ＬＰＧで整合性を保持して信号変更を行うようにしたものである。即
ち、Ｌの画面で接続情報（信号線）を変更した際には、整合性を保持するためＰおよびＧ
２つの画面の接続情報、コネクタ部品、フレキシブル基板の太さをリアルタイムに変更す
る。
　例えば、設計情報が、
　　条件１．ＰおよびＧの画面で、ＩＣ１が基板Ａに配置され、ＩＣ２とＩＣ３が基板Ｂ
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に配置されている、
　　条件２．ＩＣ１とＩＣ２とが、信号線Ｘによって電気的に接続されている、
　　条件３．ＩＣ１とＩＣ２とは異なる基板に配置されているため、信号線Ｘは基板間を
またぐ信号線である、
であったとする。
　この条件下で、Ｌの画面において、ＩＣ１に接続されている信号線ＸをＩＣ３に接続す
る信号線に変更した場合、信号線Ｘは同一基板内のＩＣ２とＩＣ３とを接続する信号線と
なる。つまり、基板間をまたぐ信号線Ｘは、基板内でクローズした信号線となる。
　上記のように、Ｌの画面で信号線Ｘの接続を変更した際には、本発明により、
　　・Ｐの画面では、基板間をまたぐラバーバンドを１本削除し、ＩＣ２とＩＣ３とを接
続するラバーバンドを新たに発生する、
　　・Ｇの画面では、基板間をまたぐ信号線が１本削除されるため、基板間を接続するフ
レキシブル基板の太さを細くする、
　　・基板Ａと基板Ｂとに配置されたコネクタ部品は、１本減った信号線数に適合するコ
ネクタ部品に変更する
ということがリアルタイムに行われて、整合性が保持される。
【００１９】
　また、本発明は、ＬＰＧで整合性を保持して信号削除を行うようにしたものである。即
ち、Ｌの画面で接続情報（信号線）を削除した際には、整合性を保持するためＰおよびＧ
２つの画面の接続情報、コネクタ部品、フレキシブル基板の太さをリアルタイムに変更す
る。
　例えば、設計情報が、上記したように、
　　条件１．ＰおよびＧの画面で、ＩＣ１が基板Ａに配置され、ＩＣ２が基板Ｂに配置さ
れている、
　　条件２．ＩＣ１とＩＣ２とが、信号線Ｘによって電気的に接続されている、
　　条件３．ＩＣ１とＩＣ２とは異なる基板に配置されているため、信号線Ｘは基板間を
またぐ信号線である、
であったとする。
　この条件下で、Ｌの画面にて、ＩＣ１とＩＣ２を接続する信号線Ｘを削除する。つまり
、基板Ａと基板Ｂの基板間をまたぐ信号線が１本減ることになる。
　この際に、本発明により、
　　・Ｐの画面では、基板間をまたぐラバーバンドを１本削除する、
　　・Ｇの画面では、基板間をまたぐ信号線が１本減ったため、基板間を接続するフレキ
シブル基板を細くする、
　　・基板Ａと基板Ｂとに配置されたコネクタ部品は、１本減った信号線数に適合するコ
ネクタ部品に変更する
ということがリアルタイムに行われ、整合性が保持される。
【００２０】
　また、本発明は、ＬＰＧで整合性を保持して信号追加を行うようにしたものである。即
ち、Ｌの画面で接続情報（信号線）を追加した際には、整合性を保持するためＰおよびＧ
の２つの画面の接続情報、コネクタ部品、フレキシブル基板の太さをリアルタイムに変更
する。
　例えば、設計情報が、
　　条件１．ＰおよびＧの画面で、ＩＣ１が基板Ａに配置され、ＩＣ２が基板Ｂに配置さ
れている、
　　条件２．ＩＣ１とＩＣ２とが、信号線Ｘによって電気的に接続されている、
　　条件３．ＩＣ１とＩＣ２とは異なる基板に配置されているため、信号線Ｘは基板間を
またぐ信号線である、
であったとする。
　この条件下で、Ｌの画面にて、新たにＩＣ１とＩＣ２を接続する信号線Ｙを追加する。
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つまり、基板Ａと基板Ｂとの基板間をまたぐ信号線が１本増えることになる。
　この際には、本発明により、
　　・Ｐの画面では、基板間をまたぐラバーバンドを１本追加する、
　　・Ｇの画面では、基板間をまたぐ信号線が１本増えたため、基板間を接続するフレキ
シブル基板を太くする、
　　・基板Ａと基板Ｂとに配置されたコネクタ部品は、１本増えた信号線数に適合するコ
ネクタ部品に変更する、
ということがリアルタイムに行われ、整合性が保持される。
【００２１】
　また、本発明は、電気設計に関する各種情報の入力を行うようにしたものである。即ち
、電気設計に関する回路図、部品表、ネットリストなどの情報から、指定した情報のみを
回路図の指定した論理（機能）ブロックに反映することができるようにしたものである。
なお、反映する際には、回路図内の論理（機能）ブロック、部品表やネットリストの一部
を指定することを可能にした。
　また、本発明は、電気設計に関する各種情報の出力を行うようにしたものである。即ち
、回路図から、論理（機能）ブロック単位、基板単位などの単位で、電気設計に関する必
要な情報のみを出力し生成することができるようにしたものである。なお、出力する情報
とは、回路図、部品表、ネットリストなどの電気設計に関する各種情報を指す。
　また、本発明は、各種設計情報の関連付けおよび参照を行うようにしたものである。即
ち、回路図、部品表、ネットリストなどの電気設計に関する情報を、関連付けするように
した。
　また、特定の設計情報（回路図など）から、関連付けした情報のみ（論理ブロックＡの
部品表のみなど）を参照可能とした。
【００２２】
　即ち、本発明による設計支援方法は、電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、
物理的な２次元形状で表現した第２設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情
報を含む設計対象物の第４設計情報を記憶する記憶手段と、上記第４設計情報に基づいて
上記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した上記第１設計情報を表示する第１の表
示、上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理的な２次元形状で表現した上記第
２設計情報を表示する第２の表示および上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物
理的な３次元形状で表現した上記第３設計情報を表現する第３の表示のいずれか２つ以上
を表示可能な表示装置と、上記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかか
ら少なくとも２つの表示を選択する選択手段と、上記記憶手段に記憶された上記第４設計
情報に基づいて、上記表示装置における表示を制御する制御手段とを有する設計支援装置
により設計を行う設計支援方法において、上記制御手段が、上記設計対象物に関して、上
記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから上記選択手段により選択さ
れた表示を、それぞれ上記第４設計情報に基づいて上記表示装置に表示するステップと、
ユーザーにより上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示のいずれかにおけ
る部品の変更、削除、追加または移動のうちの少なくともいずれかの編集処理がなされる
と、該編集処理に基づいて上記第４設計情報を変更するとともに、変更した上記第４設計
情報に基づいて該編集処理がなされた上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の
表示の表示内容を変更するステップと、変更した上記第４設計情報に基づいて、該編集処
理により変更された上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容と
の整合性を保持するように、表示内容が変更されていない上記第１の表示、上記第２の表
示または上記第３の表示の表示内容を変更するステップとを実行するようにしたものであ
る。
　また、本発明による設計支援方法は、電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、
物理的な２次元形状で表現した第２設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情
報を含む設計対象物の第４設計情報を記憶する記憶手段と、上記第４設計情報に基づいて
上記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した上記第１設計情報を表示する第１の表
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示、上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理的な２次元形状で表現した上記第
２設計情報を表示する第２の表示および上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物
理的な３次元形状で表現した上記第３設計情報を表現する第３の表示のいずれか２つ以上
を表示可能な表示装置と、上記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかか
ら少なくとも２つの表示を選択する選択手段と、上記記憶手段に記憶された上記第４設計
情報に基づいて、上記表示装置における表示を制御する制御手段とを有する設計支援装置
により設計を行う設計支援方法において、上記制御手段が、　上記設計対象物に関して、
上記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから上記選択手段により選択
された表示を、それぞれ上記第４設計情報に基づいて上記表示装置に表示するステップと
、ユーザーにより上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示のいずれかにお
ける接続情報の変更、削除または追加のうちの少なくともいずれかの編集処理がなされる
と、該編集処理に基づいて上記第４設計情報を変更するとともに、変更した上記第４設計
情報に基づいて該編集処理がなされた上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の
表示の表示内容を変更するステップと、変更した上記第４設計情報に基づいて、該編集処
理により変更された上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容と
の整合性を保持するように、表示内容が変更されていない上記第１の表示、上記第２の表
示または上記第３の表示の表示内容を変更するステップとを実行するようにしたものであ
る。
　また、本発明による設計支援方法は、ネットワークを介して接続された複数の端末と、
上記ネットワークを介して接続された複数の端末を、上記ネットワークを介して制御する
端末制御手段とを有し、上記端末は、電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物
理的な２次元形状で表現した第２設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報
を含む設計対象物の第４設計情報を記憶する記憶手段と、上記第４設計情報に基づいて上
記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した上記第１設計情報を表示する第１の表示
、上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理的な２次元形状で表現した上記第２
設計情報を表示する第２の表示および上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理
的な３次元形状で表現した上記第３設計情報を表現する第３の表示のいずれか２つ以上を
表示可能な表示装置と、上記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから
少なくとも２つの表示を選択する選択手段と、上記記憶手段に記憶された上記第４設計情
報に基づいて、上記表示装置における表示を制御する制御手段とを有する設計支援装置に
より設計を行う設計支援方法において、上記制御手段が、上記設計対象物に関して、上記
第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから上記選択手段により選択され
た表示を、それぞれ上記第４設計情報に基づいて上記表示装置に表示するステップと、ユ
ーザーにより上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示のいずれかにおける
部品の変更、削除、追加または移動のうちの少なくともいずれかの編集処理がなされると
、該編集処理に基づいて上記第４設計情報を変更するとともに、変更した上記第４設計情
報に基づいて該編集処理がなされた上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表
示の表示内容を変更するステップと、変更した上記第４設計情報に基づいて、該編集処理
により変更された上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容との
整合性を保持するように、表示内容が変更されていない上記第１の表示、上記第２の表示
または上記第３の表示の表示内容を変更するステップとを実行し、上記端末制御手段が、
上記複数の端末の上記表示装置にそれぞれ表示された表示内容の変化を検出するステップ
と、上記検出するステップにおいて表示内容の変化を検出したときに、該表示内容が変化
した端末の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変化していない端末の表示
内容を変化させるステップとを実行するようにしたものである。
　また、本発明による設計支援方法は、ネットワークを介して接続された複数の端末と、
上記ネットワークを介して接続された複数の端末を、上記ネットワークを介して制御する
端末制御手段とを有し、上記端末は、電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物
理的な２次元形状で表現した第２設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報
を含む設計対象物の第４設計情報を記憶する記憶手段と、上記第４設計情報に基づいて上
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記設計対象物の電気的な動作を論理的に表現した上記第１設計情報を表示する第１の表示
、上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理的な２次元形状で表現した上記第２
設計情報を表示する第２の表示および上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理
的な３次元形状で表現した上記第３設計情報を表現する第３の表示のいずれか２つ以上を
表示可能な表示装置と、上記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから
少なくとも２つの表示を選択する選択手段と、上記記憶手段に記憶された上記第４設計情
報に基づいて、上記表示装置における表示を制御する制御手段とを有する設計支援装置に
より設計を行う設計支援方法において、上記制御手段が、上記設計対象物に関して、上記
第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから上記選択手段により選択され
た表示を、それぞれ上記第４設計情報に基づいて上記表示装置に表示するステップと、ユ
ーザーにより上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示のいずれかにおける
接続情報の変更、削除または追加のうちの少なくともいずれかの編集処理がなされると、
該編集処理に基づいて上記第４設計情報を変更するとともに、変更した上記第４設計情報
に基づいて該編集処理がなされた上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示
の表示内容を変更するステップと、変更した上記第４設計情報に基づいて、該編集処理に
より変更された上記第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容との整
合性を保持するように、表示内容が変更されていない上記第１の表示、上記第２の表示ま
たは上記第３の表示の表示内容を変更するステップとを実行し、上記端末制御手段が、上
記複数の端末の上記表示装置にそれぞれ表示された表示内容の変化を検出するステップと
、上記検出するステップにおいて表示内容の変化を検出したときに、該表示内容が変化し
た端末の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変化していない端末の表示内
容を変化させるステップとを実行するようにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、表示装置に設計情報を表示し設計を行う設計支援
装置において、電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表
現した第２設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第
４設計情報を記憶する記憶手段と、上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物の電気的
な動作を論理的に表現した上記第１設計情報を表示する第１の表示、上記第４設計情報に
基づいて上記設計対象物を物理的な２次元形状で表現した上記第２設計情報を表示する第
２の表示および上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理的な３次元形状で表現
した上記第３設計情報を表現する第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と
、上記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表示
を選択する選択手段と、上記設計対象物に関して、上記第１の表示と上記第２の表示と上
記第３の表示とのなかから上記選択手段により選択された表示を、それぞれ上記第４設計
情報に基づいて上記表示装置に表示し、ユーザーにより上記第１の表示、上記第２の表示
または上記第３の表示のいずれかにおける部品の変更、削除、追加または移動のうちの少
なくともいずれかの編集処理がなされると、該編集処理に基づいて上記第４設計情報を変
更するとともに、変更した上記第４設計情報に基づいて該編集処理がなされた上記第１の
表示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容を変更し、変更した上記第４設計
情報に基づいて、該編集処理により変更された上記第１の表示、上記第２の表示または上
記第３の表示の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変更されていない上記
第１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容を変更する制御手段とを有
するようにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、表示装置に設計情報を表示し設計を行う設計支援
装置において、電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表
現した第２設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第
４設計情報を記憶する記憶手段と、上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物の電気的
な動作を論理的に表現した上記第１設計情報を表示する第１の表示、上記第４設計情報に
基づいて上記設計対象物を物理的な２次元形状で表現した上記第２設計情報を表示する第
２の表示および上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理的な３次元形状で表現
した上記第３設計情報を表現する第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と
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、上記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表示
を選択する選択手段と、上記設計対象物に関して、上記第１の表示と上記第２の表示と上
記第３の表示とのなかから上記選択手段により選択された表示を、それぞれ上記第４設計
情報に基づいて上記表示装置に表示し、ユーザーにより上記第１の表示、上記第２の表示
または上記第３の表示のいずれかにおける接続情報の変更、削除または追加のうちの少な
くともいずれかの編集処理がなされると、該編集処理に基づいて上記第４設計情報を変更
するとともに、変更した上記第４設計情報に基づいて該編集処理がなされた上記第１の表
示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容を変更し、変更した上記第４設計情
報に基づいて、該編集処理により変更された上記第１の表示、上記第２の表示または上記
第３の表示の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変更されていない上記第
１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容を変更する制御手段とを有す
るようにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、表示装置に設計情報を表示し設計を行う設計支援
装置において、ネットワークを介して接続された複数の端末と、上記ネットワークを介し
て接続された複数の端末を、上記ネットワークを介して制御する端末制御手段とを有し、
上記端末は、電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現
した第２設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４
設計情報を記憶する記憶手段と、上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物の電気的な
動作を論理的に表現した上記第１設計情報を表示する第１の表示、上記第４設計情報に基
づいて上記設計対象物を物理的な２次元形状で表現した上記第２設計情報を表示する第２
の表示および上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理的な３次元形状で表現し
た上記第３設計情報を表現する第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
上記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表示を
選択する選択手段と、上記設計対象物に関して、上記第１の表示と上記第２の表示と上記
第３の表示とのなかから上記選択手段により選択された表示を、それぞれ上記第４設計情
報に基づいて上記表示装置に表示し、ユーザーにより上記第１の表示、上記第２の表示ま
たは上記第３の表示のいずれかにおける部品の変更、削除、追加または移動のうちの少な
くともいずれかの編集処理がなされると、該編集処理に基づいて上記第４設計情報を変更
するとともに、変更した上記第４設計情報に基づいて該編集処理がなされた上記第１の表
示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容を変更し、変更した上記第４設計情
報に基づいて、該編集処理により変更された上記第１の表示、上記第２の表示または上記
第３の表示の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変更されていない上記第
１の表示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容を変更する制御手段とを有し
、上記端末制御手段は、上記複数の端末の上記表示装置にそれぞれ表示された表示内容の
変化を検出する検出手段と、上記検出手段が表示内容の変化を検出したときに、該表示内
容が変化した端末の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変化していない端
末の表示内容を変化させる端末間表示整合手段とを有するようにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、表示装置に設計情報を表示し設計を行う設計支援
装置において、ネットワークを介して接続された複数の端末と、上記ネットワークを介し
て接続された複数の端末を、上記ネットワークを介して制御する端末制御手段とを有し、
上記端末は、電気的な動作を論理的に表現した第１設計情報、物理的な２次元形状で表現
した第２設計情報、物理的な３次元形状で表現した第３設計情報を含む設計対象物の第４
設計情報を記憶する記憶手段と、上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物の電気的な
動作を論理的に表現した上記第１設計情報を表示する第１の表示、上記第４設計情報に基
づいて上記設計対象物を物理的な２次元形状で表現した上記第２設計情報を表示する第２
の表示および上記第４設計情報に基づいて上記設計対象物を物理的な３次元形状で表現し
た上記第３設計情報を表現する第３の表示のいずれか２つ以上を表示可能な表示装置と、
上記第１の表示と上記第２の表示と上記第３の表示とのなかから少なくとも２つの表示を
選択する選択手段と、上記設計対象物に関して、上記第１の表示と上記第２の表示と上記
第３の表示とのなかから上記選択手段により選択された表示を、それぞれ上記第４設計情
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報に基づいて上記表示装置に表示し、ユーザーにより上記第１の表示、上記第２の表示ま
たは上記第３の表示のいずれかにおける接続情報の変更、削除または追加のうちの少なく
ともいずれかの編集処理がなされると、該編集処理に基づいて上記第４設計情報を変更す
るとともに、変更した上記第４設計情報に基づいて該編集処理がなされた上記第１の表示
、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容を変更し、変更した上記第４設計情報
に基づいて、該編集処理により変更された上記第１の表示、上記第２の表示または上記第
３の表示の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変更されていない上記第１
の表示、上記第２の表示または上記第３の表示の表示内容を変更する制御手段とを有し、
上記端末制御手段は、上記複数の端末の上記表示装置にそれぞれ表示された表示内容の変
化を検出する検出手段と、上記検出手段が表示内容の変化を検出したときに、該表示内容
が変化した端末の表示内容との整合性を保持するように、表示内容が変化していない端末
の表示内容を変化させる端末間表示整合手段とを有するようにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、上記した設計支援装置において、電気的な動作を
論理的に表現した上記第１設計情報は、電気的動作を論理的に区分けした論理ブロックを
含む設計情報であるようにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、上記した設計支援装置において、設計対象物を物
理的な２次元形状で表現した上記第２設計情報は、少なくとも１つ以上の基板を有し、複
数の基板および上記複数の基板間の電気的な接続情報をも含むものであるようにしたもの
である。
　また、本発明による設計支援装置は、上記した設計支援装置において、設計対象物を物
理的な３次元形状で表現した上記第３設計情報は、電気的な設計情報を含むものであるよ
うにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、上記したの設計支援装置において、上記制御手段
は、ユーザーが実行した編集処理に基づき変更した上記第４の設計情報に基づいて、上記
第２の表示と上記第３の表示とにおいて、コネクタおよびフレキシブル基板を表示内容の
整合性を保持して自動発生する自動発生手段を有するようにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、上記した設計支援装置において、上記制御手段は
、ユーザーが実行した編集処理に基づき変更した上記第４の設計情報に基づいて、上記第
２の表示と上記第３の表示とにおいて、コネクタおよびフレキシブル基板を表示内容の整
合性を保持して自動変更する自動変更手段を有するようにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、上記した設計支援装置において、上記第４設計情
報は、少なくとも電気設計に関する第５設計情報を含むようにしたものである。
　また、本発明による設計支援装置は、上記した設計支援装置において、さらに、気設計
に関する上記第５設計情報を選択する設計情報選択手段と、上記設計情報選択手段によっ
て選択された上記第５設計情報に基づく情報を出力する出力手段とを有するようにしたも
のである。
　また、本発明による設計支援装置は、上記した設計支援装置において、さらに、電気設
計に関する上記第５設計情報を関連付ける関連付け手段を有するようにしたものである。
　また、本発明によるプログラムは、上記した設計支援方法をコンピューターに実行させ
るためのプログラムである。
　また、本発明によるプログラムは、上記した設計支援装置としてコンピューターを機能
させるためのプログラムである。
　また、本発明によるコンピューター読み取り可能な記憶媒体は、上記したプログラムを
記録したコンピューター読み取り可能な記憶媒体である。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明は、以上説明したように構成されているので、その設計の初期段階から、製品全
体を見渡すことが可能になり、詳細設計段階で頻繁に起きていた手戻りや、詳細設計間で
の情報交換の必要性がなくなり、その結果として、製品設計全体のリードタイムを縮める
ことが可能になるという優れた効果を奏する。
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　また、本発明は、以上説明したように構成されているので、実際に試作品を作製するこ
となく、コンピューター上で試作テストを実施することができるようになるという優れた
効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】図１は、本発明の概念的な説明図である。
【図２】図２は、本発明による設計支援装置を備えたコンピューターシステムの実施の形
態の一例のシステム構成を表すブロック構成図である。
【図３】図３は、本発明による設計支援装置を備えたコンピューターシステムにおいて実
行される処理の概要の説明図である。
【図４】図４は、表示装置の表示状態の初期状態およびその状態におけるデータベースの
記憶内容を示す説明図である。
【図５】図５は、本発明による表示装置のロジカル表示領域に新たにシンボルを配置する
処理（シンボル配置処理）の説明図である。
【図６】図６は、本発明によるシンボル配置処理の処理ルーチンを示すフローチャートで
ある。
【図７】図７は、本発明による表示装置のロジカル表示領域に新たに信号を接続する処理
（信号接続処理）の説明図である。
【図８】図８は、本発明による信号接続処理の処理ルーチンを示すフローチャートである
。
【図９】図９は、本発明による表示装置のフィジカル表示領域に新たに部品を配置すると
ともに、その部品配置によりフィジカル表示領域とジェオメトリカル表示領域とが連動し
て変化する処理（部品配置＆Ｐ→Ｇ連動処理）の説明図である。
【図１０】図１０は、本発明による部品配置＆Ｐ→Ｇ連動処理の処理ルーチンを示すフロ
ーチャートである。
【図１１】図１１は、本発明による表示装置のジェオメトリカル表示領域の画面上でＩＣ
１を移動すると同時に、フィジカル表示領域の画面上でＩＣ１を自動的に移動する処理（
部品移動＆Ｇ→Ｐ連動処理）の説明図である。
【図１２】図１２は、本発明による部品移動＆Ｇ→Ｐ連動処理の処理ルーチンを示すフロ
ーチャートである。
【図１３】図１３は、本発明による表示装置のロジカル表示領域の画面上からＩＣ２をド
ラッグ＆ドロップし、表示装置のフィジカル表示領域の画面上の基板Ｂに配置する処理（
部品配置＆Ｌ→Ｐ→Ｇ連動処理）の説明図である。
【図１４】図１４は、本発明による部品配置＆Ｌ→Ｐ→Ｇ連動処理の処理ルーチンを示す
フローチャートである。
【図１５】図１５は、本発明による表示装置のロジカル表示領域の画面上でＩＣ１とＩＣ
２とを接続する信号線を削除する処理（信号削除＆Ｌ→Ｐ→Ｇ連動処理）の説明図である
。
【図１６】図１６は、本発明による信号削除＆Ｌ→Ｐ→Ｇ連動処理の処理ルーチンを示す
フローチャートである。
【図１７】図１７は、本発明による周辺部品を含む電気部品の自動配置の処理（自動配置
処理）の説明図である。
【図１８】図１８（ａ）（ｂ）は本発明による周辺部品を含む電気部品の自動配置の処理
（自動配置処理）の説明図であり、図１８（ａ）は自動配置する回路部品の説明図であり
、図１８（ｂ）は図１８（ａ）の一部拡大図である。
【図１９】図１９（ａ）（ｂ）（ｃ）は本発明による周辺部品を含む電気部品の自動配置
の処理（自動配置処理）の説明図であり、図１９（ａ）は図１８（ａ）に対応する説明図
であり、図１９（ｂ）は図１８（ｂ）に対応する一部拡大図であり、図１９（ｃ）は形状
ライブラリの登録番号の説明図である。
【図２０】図２０（ａ）（ｂ）（ｃ）は本発明による周辺部品を含む電気部品の自動配置



(20) JP 5175737 B2 2013.4.3

10

20

30

40

50

の処理（自動配置処理）の説明図であり、図２０（ａ）は図１８（ａ）に対応する説明図
であり、図２０（ｂ）は図１８（ｂ）に対応する一部拡大図であり、図２０（ｃ）は図２
０（ｂ）の要部拡大図である。
【図２１】図２１（ａ）（ｂ）は本発明による周辺部品を含む電気部品の自動配置の処理
（自動配置処理）の説明図であり、図２０（ａ）は図１８（ａ）に対応する説明図であり
、図２０（ｂ）は図１８（ｂ）に対応する一部拡大図である。
【図２２】図２２は、本発明による自動配置処理の処理ルーチンを示すフローチャートで
ある。
【図２３】図２３は、本発明による複数基板の接続機能の説明図である。
【図２４】図２４は、本発明による複数基板の接続機能の作動状況の説明図である。
【図２５】図２５は、本発明による複数基板の接続機能の処理を示すフローチャートであ
る。
【図２６】図２６は、本発明による複数基板の接続機能の処理の説明図である。
【図２７】図２７は、本発明による複数基板の接続機能の処理の説明図である。
【図２８】図２８は、本発明による複数基板の接続機能の処理の説明図である。
【図２９】図２９は、本発明による複数基板の接続機能の処理の説明図である。
【図３０】図３０は、本発明による複数基板の接続機能の処理の説明図である。
【図３１】図３１は、本発明による複数基板の接続機能の処理の説明図である。
【図３２】図３２は、本発明による複数基板の接続機能の処理の説明図である。
【図３３】図３３は、複数のクライアントシステムにおける表示装置において、ロジカル
表示領域とフィジカル表示領域とジェオメトリカル表示領域との表示状態の整合性を保持
する場合の変形例の説明図である。
【図３４】図３４は、複数のクライアントシステムにおける表示装置において、ロジカル
表示領域とフィジカル表示領域とジェオメトリカル表示領域との表示状態の整合性を保持
する場合の変形例の説明図である。
【図３５】図３５は、複数のクライアントシステムにおける表示装置において、ロジカル
表示領域とフィジカル表示領域とジェオメトリカル表示領域との表示状態の整合性を保持
する場合の変形例の説明図である。
【図３６】図３６は、複数のクライアントシステムにおける表示装置において、ロジカル
表示領域とフィジカル表示領域とジェオメトリカル表示領域との表示状態の整合性を保持
する場合の変形例の説明図である。
【図３７】図３７は、複数のクライアントシステムにおける表示装置において、ロジカル
表示領域とフィジカル表示領域とジェオメトリカル表示領域との表示状態の整合性を保持
する場合の変形例の説明図である。
【図３８】図３８は、あるクライアントシステムの表示装置の表示画面と他のクライアン
トシステムの表示装置の表示画面とを同期させる処理の処理手順を表すフローチャートで
ある。
【図３９】図３９は、第１のクライアントシステムがロジカル表示領域を選択し、第２の
クライアントシステムがフィジカル表示領域を選択し、第３のクライアントシステムがジ
ェオメトリカル表示領域を選択した状態における表示装置の表示画面の概念説明図である
。
【図４０】図４０は、複数のクライアントシステムでロジカル表示領域を選択した場合の
処理の処理手順を表すフローチャートである。
【図４１】図４１は、同一のオブジェクトを複数のクライアントシステムで編集できない
ようにする制御に関する説明図である。
【図４２】図４２は、フィジカル表示領域における処理内容をロジカル表示領域およびジ
ェオメトリカル表示領域へ反映させる処理に関する説明図である。
【図４３】図４３は、設計情報を機能別に出力する際の処理を表す処理ルーチンのフロー
チャートである。
【図４４】図４４は、設計情報を基板別に出力する際の処理を表す処理ルーチンのフロー
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チャートである。
【図４５】図４５は、設計情報を機種単位に出力する際の処理を表す処理ルーチンのフロ
ーチャートである。
【図４６】図４６は、設計情報を関連付けする際の処理を表す処理ルーチンのフローチャ
ートである。
【図４７】図４７は、設計情報を基板別に出力する際の処理における表示画面を表した動
作説明図である。
【図４８】図４８は、設計情報を関連付けする際の処理における表示画面を表した動作説
明図である。
【図４９】図４９は、本発明が扱うオブジェクトの一例を示す説明図である。
【図５０】図５０は、本発明が扱う設計情報の一例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００２５】
　　１０　　　　　　　コンピューターシステム
　　１２　　　　　　　ネットワーク
　　１４　　　　　　　ＷＷＷサーバシステム
　　１４ａ　　　　　　中央処理装置（ＣＰＵ）
　　１４ｂ　　　　　　リードオンリメモリ（ＲＯＭ）
　　１４ｃ　　　　　　ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
　　１４ｄ　　　　　　表示装置（ディスプレイ）
　　１４ｅ　　　　　　文字入力デバイス
　　１６　　　　　　　記憶装置
　　１８　　　　　　　クライアントシステム
　　１８ａ　　　　　　中央処理装置（ＣＰＵ）
　　１８ｂ　　　　　　リードオンリメモリ（ＲＯＭ）
　　１８ｃ　　　　　　ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
　　１８ｄ　　　　　　磁気ディスク
　　１８ｅ　　　　　　表示装置（ディスプレイ）
　　１８ｅＬ　　　　　ロジカル表示領域
　　１８ｅＰ　　　　　フィジカル表示領域
　　１８ｅＧ　　　　　ジェオメトリカル表示領域
　　１８ｆ　　　　　　文字入力デバイス
　　１８ｇ　　　　　　ポインティングデバイス
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、添付の図面を参照しながら、本発明による設計支援方法、設計支援装置、プログ
ラムおよびコンピューター読み取り可能な記憶媒体の実施の形態の一例を詳細に説明する
ものとする。
【００２７】
　図２には、本発明による設計支援装置を備えたコンピューターシステムの実施の形態の
一例のシステム構成を表すブロック構成図が示されている。
　なお、以下の説明においては、本発明に用いるデータベース（ＤＢ）の構成についても
詳細に説明するが、ここで説明するデータベースの構成は一例に過ぎないものであり、こ
れとは異なる他のデータベース構成を用いてもよいことは勿論である。
【００２８】
　このコンピューターシステム１０においては、後述するように、電気部品の変更・削除
・追加・移動などの編集処理や、電気信号の変更・削除・追加・移動などの編集処理によ
り、上記したＬＰＧの３つの設計情報が整合性を保持し、リアルタイムに連動、同期する
。
　コンピューターシステム１０は、クライアントサーバシステムにより構築されており、
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ネットワーク１２を介してそれぞれ接続されているＷＷＷサーバシステム１４と、本発明
に用いるデータベースを記憶した記憶装置１６と、ｎ個（ｎは正の整数である。）の端末
たるクライアントシステム１８とを有して構成されている。
　ここで、ＷＷＷサーバシステム１４は、その全体の動作を中央処理装置（ＣＰＵ）１４
ａを用いて制御するように構成されている。
　このＣＰＵ１４ａには、バスを介して、ＣＰＵ１４ａの制御のためのプログラムなどを
記憶するリードオンリメモリ（ＲＯＭ）１４ｂと、記憶装置１６に記憶されたデータベー
ス（ＤＢ）から読み出した情報を記憶する記憶領域やＣＰＵ１４ａのワーキングエリアと
して用いられる記憶領域などを備えたランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１４ｃと、ＣＰ
Ｕ１４ａの制御に基づいて各種の表示を行うＣＲＴや液晶パネルなどの画面を備えた表示
装置（ディスプレイ）１４ｄと、任意の文字を入力するためのキーボードなどの文字入力
デバイス１４ｅとが接続されている。
　また、クライアントシステム１８は、その全体の動作を中央処理装置（ＣＰＵ）１８ａ
を用いて制御するように構成されている。
　このＣＰＵ１８ａには、バスを介して、ＣＰＵ１８ａの制御のためのプログラムなどを
記憶するリードオンリメモリ（ＲＯＭ）１８ｂと、ＷＷＷサーバシステム１４から読み出
した情報を記憶する記憶領域や記憶装置１６に記憶されたデータベースから読み出した情
報を記憶する記憶領域やＣＰＵ１４ａのワーキングエリアとして用いられる記憶領域など
を備えたランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）１８ｃと、クライアントシステム１８におい
て生成した各種の情報を記憶する磁気ディスク１８ｄと、ＣＰＵ１８ａの制御に基づいて
各種の表示を行うＣＲＴや液晶パネルなどの画面を備えた表示装置（ディスプレイ）１８
ｅと、任意の文字を入力するためのキーボードなどの文字入力デバイス１８ｆと、表示装
置１８ｅの表示画面上における任意の位置を指定するマウスなどのポインティングデバイ
ス１８ｇとが接続されている。
　なお、このコンピューターシステム１０においては、設計作業を行うユーザーが、クラ
イアントシステム１８を用いて文字入力デバイス１８ｆやポインティングデバイス１８ｇ
などの入力手段を操作することにより、ユーザーの所望の指示や設定を入力することがで
きるようになされている。
　そして、こうしたユーザーによる文字入力デバイス１８ｆやポインティングデバイス１
８ｇの操作に応じて、ＷＷＷサーバシステム１４からのサービスにより後述する各種の処
理、例えば、表示装置１８ｅにおける表示の変化や記憶装置１６におけるデータベースの
構築などの処理が実行される。
【００２９】
　以上の構成において、図３以降の各図を参照しながら、このコンピューターシステム１
０によって実行される処理内容について説明する。
　なお、以下の説明においては、説明を簡略化して本発明の理解を容易にするために、コ
ンピューターシステム１０によって設計される設計対象が電気製品である場合について説
明するものとし、また、ポインティングデバイス１８ｇを称するにあたっては、単に「マ
ウス」と適宜に称することとする。
【００３０】
　図３には、コンピューターシステム１０において実行される処理の概要の説明図が示さ
れており、クライアントシステム１８における表示装置１８ｅと記憶装置１６に記憶され
たデータベースとの関係が示されている。
【００３１】
　まず、クライアントシステム１８における表示装置１８ｅについて説明すると、表示装
置１８ｅは、後述するデータベースに記憶されたＬｏｇｉｃａｌオブジェクト（ロジカル
オブジェクト）を使用して電気製品の回路図などのような電気的な動作を論理的に表現し
た設計情報たるＬｏｇｉｃａｌを表示するロジカル表示領域１８ｅＬ（以下、「画面Ｌ」
と適宜に称する。）と、後述するデータベースに記憶されたＰｈｙｓｉｃａｌオブジェク
ト（フィジカルオブジェクト）を使用して電気製品を物理的な２次元形状で表現した設計
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情報たるＰｈｙｓｉｃａｌを表示するフィジカル表示領域１８ｅＰ（以下、「画面Ｐ」と
適宜に称する。）と、後述するデータベースに記憶されたＧｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジ
ェクト（ジェオメトリカルオブジェクト）を使用して電気製品を物理的な３次元形状で表
現した設計情報たるＧｅｏｍｅｔｒｉｃａｌを表示するジェオメトリカル表示領域１８ｅ
Ｇ（以下、「画面Ｇ」と適宜に称する。）とを備えている。
【００３２】
　次に、記憶装置１６に記憶されたデータベースの構造について説明すると、データベー
スには、ロジカル表示領域１８ｅＬで表示するＬｏｇｉｃａｌオブジェクト（Ｌオブジェ
クト）と、フィジカル表示領域１８ｅＰで表示するＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクト（Ｐオ
ブジェクト）と、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧで表示するＧｅｏｍｅｔｒｉｃａｌ
オブジェクト（Ｇオブジェクト）と、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１
８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとの表示装置１８ｅにおける３つの表示領域
で共用する接続情報と、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェ
オメトリカル表示領域１８ｅＧとの表示装置１８ｅにおける３つの表示領域で共用する部
品情報と、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル
表示領域１８ｅＧとの表示装置１８ｅにおける３つの表示領域で共用する配置情報と、Ｌ
ｏｇｉｃａｌオブジェクトの形状を示すシンボルとＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトの形状
を示す２次元形状とＧｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジェクトの形状を示す３次元形状との３
種類の形状をそれぞれ記憶した３つの形状ライブラリとの合計で９つの情報が格納されて
いる。
　ここで、Ｌｏｇｉｃａｌオブジェクトは、電気的な動作を表現するオブジェクトであり
、例えば、シンボルや接続ラインなどがある。
　また、Ｐｈｙｓｉｃａｌオブジェクトは、２次元形状のオブジェクトであり、例えば、
パッケージ部品、基板あるいは配線パターンなどがある。
　また、Ｇｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジェクトは、３次元形状のオブジェクトであり、例
えば、パッケージ部品や筐体部品などがある。
　一方、接続情報は、電気的な接続情報であり、また、部品情報は、使用する部品情報で
あり、配置情報は、部品の配置情報である。
　ここで、Ｌｏｇｉｃａｌオブジェクトは、接続情報、部品情報および形状ライブラリの
シンボルに基づいて構築されている。なお、Ｌｏｇｉｃａｌオブジェクトには物理的な配
置情報は不要であるので、配置情報はＬｏｇｉｃａｌオブジェクトに用いられない。
　また、Ｐｈｙｓｉｃａｌオブジェクトは、接続情報、部品情報、配置情報および形状ラ
イブラリの２次元形状に基づいて構築されている。
　また、Ｇｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジェクトは、接続情報、部品情報、配置情報および
形状ライブラリの３次元形状に基づいて構築されている。
　コンピューターシステム１０においては、ＬＰＧという３つの設計情報の整合性を保持
するため、データベースの記憶された各設計情報をリアルタイムに変更する。
　以下に、表示装置１８ｅのロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰと
ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとのそれぞれにＬＰＧの３つの観点で設計情報を表現
し、ＬＰＧが整合性を保持した状態に変化する一例を詳細に説明する。
【００３３】
　以下の説明においては、まず、ＬＰＧを同期・連動して表現する例と、部品の変更・削
除・追加・移動の例と、信号の変更・削除・追加の例とを中心に説明する。
　ここで、以下の説明においては、図４に示す表示装置１８ｅの表示状態を初期状態とし
、その状態でデータベースは図４に示すような内容になっているものとする。データベー
スには、予め情報が記憶されており、この情報を既存情報と称することとする。
　また、以下の説明する例においては、デジタルカメラの設計に関して説明するが、本発
明は、携帯電話、パソコンあるいはテレビなどの電化製品のみならず、車輌などの電気設
計を必要とするあらゆる製品の設計を支援する際に利用できるものである。
【００３４】
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　次に、図４に示す初期状態において、図５を参照しながら、表示装置１８ｅのロジカル
表示領域１８ｅＬに新たにシンボルを配置する処理（シンボル配置処理）について説明す
る。なお、図６に示すシンボル配置処理の処理ルーチンを示すフローチャートをあわせて
参照する。
　このシンボル配置処理の例においては、図５に示すように、ユーザーが文字入力デバイ
ス１８ｆやポインティングデバイス１８ｇを用いて、Ｌを表示する表示画面たる表示装置
１８ｅのロジカル表示領域１８ｅＬ上でシンボルを２つ配置し、そのシンボルが表す部品
は「７４ＬＳ００」を使用し、各々の回路記号を「ＩＣ１」、「ＩＣ２」とした。
　即ち、シンボル配置処理の処理ルーチンにおいては、ユーザーが文字入力デバイス１８
ｆやポインティングデバイス１８ｇを用いて、Ｌを表示する表示画面たる表示装置１８ｅ
のロジカル表示領域１８ｅＬ上において新たにＩＣ１とＩＣ２とを入力して、ＩＣ１とＩ
Ｃ２とを追加すると（ステップＳ６０２）、データベースのＬｏｇｉｃａｌオブジェクト
にＩＣ１とＩＣ２との論理形状たるシンボルを記憶し（ステップＳ６０４）、さらに、デ
ータベースの部品情報にＩＣ１とＩＣ２と７４ＬＳ００であることを示す情報「７４ＬＳ
００：ＩＣ１，ＩＣ２」記憶し（ステップＳ６０６）、この処理ルーチンを終了する。
　つまり、図５に示すように、データベースの情報としては、Ｌｏｇｉｃａｌオブジェク
トに新たなオブジェクトとしてシンボルの図形を２つ追加し（図５のａ参照）、また、部
品情報としてＩＣ１とＩＣ２とは７４ＬＳ００であるという情報を追加する（図５のｂ参
照）。
　なお、換言すると、図５に示すデータベースの「Ａ＋Ｂ」の設計情報を、ロジカル表示
領域１８ｅＬに表示することになる。
【００３５】
　次に、図５に示す状態において、図７を参照しながら、表示装置１８ｅのロジカル表示
領域１８ｅＬに新たに信号を接続する処理（信号接続処理）について説明する。なお、図
８に示す信号接続処理の処理ルーチンを示すフローチャートをあわせて参照する。
　この信号接続処理の例においては、図７に示すように、ユーザーが文字入力デバイス１
８ｆやポインティングデバイス１８ｇを用いて、ロジカル表示領域１８ｅＬ上で「ＩＣ１
の３番ピン」と「ＩＣ２の１番ピン」とを信号接続した。
　即ち、信号接続処理の処理ルーチンにおいては、ユーザーが文字入力デバイス１８ｆや
ポインティングデバイス１８ｇを用いて、ロジカル表示領域１８ｅＬ上において新たにＩ
Ｃ１の３番ピンとＩＣ２の１番ピンとを接続する信号線ＳＩＧ１を入力して、ＩＣ１の３
番ピンとＩＣ２の１番ピンとを信号線ＳＩＧ１で接続すると（ステップＳ８０２）、デー
タベースのＬｏｇｉｃａｌオブジェクトに信号線ＳＩＧ１の論理形状たるシンボルを記憶
し（ステップＳ８０４）、さらに、データベースの接続情報にＩＣ１の３番ピンとＩＣ２
の１番ピンとが接続されたという接続情報「ＳＩＧ１：ＩＣ１（３）－ＩＣ２（１）」を
記憶し（ステップＳ８０６）、この処理ルーチンを終了する。
　つまり、図７に示すように、データベースの情報としては、Ｌｏｇｉｃａｌオブジェク
トに新たなオブジェクトたる接続ラインの形状を示すシンボルを１つ追加し（図７のａ参
照）、また、接続情報として信号名ＳＩＧ１に関して「ＳＩＧ１：ＩＣ１（３）－ＩＣ２
（１）」という情報を追加する（図７のｂ参照）。
【００３６】
　次に、図７に示す状態において、図９を参照しながら、表示装置１８ｅのフィジカル表
示領域１８ｅＰに新たに部品を配置するとともに、その部品配置によりフィジカル表示領
域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとが連動して変化する処理（部品配置＆
Ｐ→Ｇ連動処理）について説明する。なお、図１０に示す部品配置＆Ｐ→Ｇ連動処理の処
理ルーチンを示すフローチャートをあわせて参照する。
　この部品配置＆Ｐ→Ｇ連動処理の例においては、図９に示すように、ユーザーがポイン
ティングデバイス１８ｇを用いて、ロジカル表示領域１８ｅＬに表示されているＩＣ１を
ドラッグしてフィジカル表示領域１８ｅＰへも持って行き、フィジカル表示領域１８ｅＰ
上に表示された基板Ａ上にドロップするドラッグ＆ドロップ（ドラッグアンドドロップ）
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を行うと、フィジカル表示領域１８ｅＰ上に表示された基板Ａ上にＩＣ１が配置され、こ
れと同時にジェオメトリカル表示領域１８ｅＧ上にもＩＣ１を自動的に配置される。
　即ち、部品配置＆Ｐ→Ｇ連動処理ルーチンにおいては、ユーザーがポインティングデバ
イス１８ｇとしてマウスを用いて、ロジカル表示領域１８ｅＬに表示されているＩＣ１（
７４ＬＳ００）を選択すると（ステップＳ１００２）、７４ＬＳ００の２次元形状部品を
形状ライブラリから検索する（ステップＳ１００４）。
　その後、ステップＳ１００４で検索した２次元形状をテンポラリ表示し、マウスの移動
（ドラッグ）に追従させ（ステップＳ１００６）、フィジカル表示領域１８ｅＰの画面上
においてマウスで位置指定しながらＩＣ１を基板Ａにドロップして配置する（ステップＳ
１００８）。なお、マウスで指定した座標値は、（Ｘ，Ｙ，Ｚ）＝（５０，４０，０）と
する。
　次に、マウスで指定した座標値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）＝（５０，４０，０）にＩＣ１が配置さ
れたという情報「ＩＣ１：基板Ａ（Ｘ，Ｙ，Ｚ）＝（５０，４０，０）」を、データベー
スの配置情報に記憶する（ステップＳ１０１０）。
　その後、フィジカル表示領域１８ｅＰの画面で配置情報が追加されたという信号をジェ
オメトリカル表示領域１８ｅＧの画面に送信し（ステップＳ１０１２）、信号を受けたジ
ェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面ではステップＳ１０１６以降の処理を行う（ステ
ップＳ１０１４）。
　即ち、データベースの配置情報から追加されたＩＣ１の座標値を読み出して、読み出し
た座標値をＲＡＭ１８ｃ（以下、単に「メモリ」と適宜に称する。）に記憶する（ステッ
プＳ１０１６）。
　次に、データベースの部品情報から追加されたＩＣ１が７４ＬＳ００であることを読み
出して、読み出した７４ＬＳ００をメモリに記憶する（ステップＳ１０１８）。
　さらに、データベースの形状ライブラリからメモリに記憶した７４ＬＳ００の３次元形
状部品を検索し（ステップＳ１０２０）、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面上に
おいて、検索した３次元形状部品をメモリに記憶したＩＣ１の座標値に配置し（ステップ
Ｓ１０２２）、この処理ルーチンを終了する。
　つまり、図９に示すように、データベースの情報としては、
　　・配置情報としてＩＣＩの座標値（図９のａ参照）
　　・ＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトのオブジェクトとしてＩＣ１の２次元形状（図９の
ｂ参照）
　　・ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面上にＩＣ１を自動的に配置することによ
るＧｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジェクトのオブジェクトとしてＩＣ１の３次元形状（図９
のｃ参照）
という情報を追加する。
　配置情報はＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトとＧｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジェクトとで
共有しているため、フィジカル表示領域１８ｅＰで部品が配置されると、ジェオメトリカ
ル表示領域１８ｅＧ上の表示も連動して同期をとる（図９のｄ参照）。
【００３７】
　次に、図９に示す状態において、図１１を参照しながら、表示装置１８ｅのジェオメト
リカル表示領域１８ｅＧの画面上でＩＣ１を移動すると同時に、フィジカル表示領域１８
ｅＰの画面上でＩＣ１を自動的に移動する処理（部品移動＆Ｇ→Ｐ連動処理）について説
明する。なお、図１２に示す部品移動＆Ｇ→Ｐ同期処理の処理ルーチンを示すフローチャ
ートをあわせて参照する。
　この部品移動＆Ｇ→Ｐ連動処理の例においては、図１１に示すように、ユーザーがポイ
ンティングデバイス１８ｇを用いて、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧに表示されてい
るＩＣ１をドラッグして、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧの他の位置へ移動し当該他
の位置へドロップするドラッグ＆ドロップ（ドラッグアンドドロップ）を行うと、ジェオ
メトリカル表示領域１８ｅＧに表示されているＩＣ１の配置が変化し、これと同時にフィ
ジカル表示領域１８ｅＰにおけるＩＣ１の位置も変化する。
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　即ち、部品移動＆Ｇ→Ｐ連動処理においては、ユーザーがポインティングデバイス１８
ｇとしてマウスを用いて、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧに表示されているＩＣ１を
選択すると（ステップＳ１２０２）、選択したＩＣ１の３次元形状をテンポラリ表示し、
マウスの移動（ドラッグ）に追従させ（ステップＳ１２０４）、ジェオメトリカル表示領
域１８ｅＧの画面上においてマウスで位置指定しながらＩＣ１を移動先にドロップして配
置する（ステップＳ１２０６）。なお、マウスで指定した移動先の座標値は、（Ｘ，Ｙ，
Ｚ）＝（１０，１０，０）とする。
　次に、データベースの配置情報内に記憶されたＩＣ１の配置情報である「ＩＣ１：基板
Ａ（Ｘ，Ｙ，Ｚ）＝（５０，４０，０）」を、マウスで指定した基板Ａ上の移動先の座標
値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）＝（１０，１０，０）に変更する（ステップＳ１２０８）。
　それから、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面で配置情報が追加されたという信
号をフィジカル表示領域１８ｅＰの画面に送信し（ステップＳ１２１０）、信号を受けた
フィジカル表示領域１８ｅＰの画面では、ステップＳ１２１４以降の処理を行う（ステッ
プＳ１２１２）。
　即ち、データベースの配置情報からＩＣ１の座標値を読み出して、読み出した座標値を
メモリに記憶する（ステップＳ１２１４）。
　次に、フィジカル表示領域１８ｅＰの画面上において、ＩＣ１をメモリに記憶した座標
値に移動し（ステップＳ１２１６）、この処理ルーチンを終了する。
　つまり、図１１に示すように、データベースの情報としては、配置情報に記憶したＩＣ
１の座標値を変更する（図１１のａ参照）。
　そして、配置情報が変更されたことをコンピューターシステム１０が検知し、フィジカ
ル表示領域１８ｅＰの画面上に表示されたＩＣ１を、配置情報に記憶された座標値へ自動
的に移動する（図１１のｂ参照）。
　なお、図９および図１０を参照しながら説明した上記の部品配置の処理は、フィジカル
表示領域１８ｅＰの画面表示の変更をジェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面表示に反
映させるように両表示領域の表示を同期させるものであるが、図１１および図１２を参照
しながら説明した上記の部品移動の処理は、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面表
示の変更をフィジカル表示領域１８ｅＰの画面表示に反映させるように両表示領域の表示
を同期させるものである。
【００３８】
　次に、図１１に示す状態において、図１３を参照しながら、表示装置１８ｅのロジカル
表示領域１８ｅＬの画面上からＩＣ２をドラッグ＆ドロップし、表示装置１８ｅのフィジ
カル表示領域１８ｅＰの画面上の基板Ｂに配置する処理（部品配置＆Ｌ→Ｐ→Ｇ連動処理
）について説明する。なお、図１４に示す部品配置＆Ｌ→Ｐ→Ｇ連動処理の処理ルーチン
を示すフローチャートをあわせて参照する。
　この部品配置＆Ｌ→Ｇ→Ｐ連動処理の例においては、図１３に示すように、ユーザーが
ポインティングデバイス１８ｇを用いて、ロジカル表示領域１８ｅＬに表示されているＩ
Ｃ２をドラッグして、フィジカル表示領域１８ｅＰに表示されている基板Ｂにドロップす
るドラッグ＆ドロップを行うと、ロジカル表示領域１８ｅＬに表示されているＩＣ２が、
フィジカル表示領域１８ｅＰに表示されている基板Ｂ上に表示されるようになる。
　即ち、部品移動＆Ｌ→Ｇ→Ｐ連動処理においては、ユーザーがポインティングデバイス
１８ｇとしてマウスを用いて、ロジカル表示領域１８ｅＬに表示されているＩＣ２（７４
ＬＳ００）を選択すると（ステップＳ１４０２）、７４ＬＳ００の２次元形状部品を形状
ライブラリから検索する（ステップＳ１４０４）。
　それから、ステップＳ１４０４で検索した２次元形状をテンポラリ表示し、マウスの移
動（ドラッグ）に追従させ（ステップＳ１４０６）、フィジカル表示領域１８ｅＰの画面
上においてマウスで位置指定しながらＩＣ２を基板Ｂにドロップして配置する（ステップ
Ｓ１４０８）。なお、マウスで指定した座標値は、（Ｘ，Ｙ，Ｚ）＝（１０，１０，０）
とする。
　次に、マウスで指定した座標値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）＝（１０，１０，０）にＩＣ２が配置さ
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れたという情報「ＩＣ２：基板Ｂ（Ｘ，Ｙ，Ｚ）＝（１０，１０，０）」を、データベー
スの配置情報に記憶する（ステップＳ１４１０）。
　その後、フィジカル表示領域１８ｅＰの画面で配置情報が追加されたという信号をジェ
オメトリカル表示領域１８ｅＧの画面に送信し（ステップＳ１４１２）、信号を受けたジ
ェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面ではステップＳ１４１６以降の処理を行う（ステ
ップＳ１４１４）。
　即ち、データベースの配置情報から追加されたＩＣ２の座標値を読み出して、読み出し
た座標値をメモリに記憶する（ステップＳ１４１６）。
　次に、データベースの部品情報から追加されたＩＣ２が７４ＬＳ００であることを読み
出して、読み出した７４ＬＳ００をメモリに記憶する（ステップＳ１４１８）。
　さらに、データベースの形状ライブラリからメモリに記憶した７４ＬＳ００の３次元形
状部品を検索し（ステップＳ１４２０）、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面上に
おいて、検索した３次元形状部品をメモリに記憶したＩＣ２の座標値に配置する（ステッ
プＳ１４２２）。
　次に、データベースの接続情報からＩＣ２の接続を検索し（ステップＳ１４２４）、Ｉ
Ｃ２の接続情報が存在するか否かを判断する（ステップＳ１４２６）。
　このステップＳ１４２６の判断処理において、ＩＣ２の接続情報が存在しないと判断さ
れた場合には、この処理ルーチンを終了する。
　一方、ステップＳ１４２６の判断処理において、ＩＣ２の接続情報が存在すると判断さ
れた場合には、検索した接続情報に基づきフィジカル表示領域１８ｅＰの画面でラバーバ
ンドを表示する（ステップＳ１４２８）。
　そして、検索した接続情報に基づき、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面におい
て、フレキシブル基板を複数基板間の信号線数に比例した太さに変更し（ステップＳ１４
３０）、この処理ルーチンを終了する。
　つまり、図１３に示すように、データベースの情報としては、
　　・配置情報としてＩＣ２の座標値（図１３のａ参照）
　　・ＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトのオブジェクトとしてＩＣ２の２次元形状（図１３
のｂ参照）
　　・ＧｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジェクトのオブジェクトとしてＩＣ２の３次元形状
　　　（図１３のｃ参照）
という情報を追加すると同時に、
　　・ＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトのオブジェクトとしてＩＣ２とＩＣ１との間のラバ
ーバンド（図１３ｄ）
が追加され表示され、
　　・Ｇｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジェクトのオブジェクトとしてフレキ基板を信号線数
に比例し太くする
という情報を追加する。
　即ち、ＬｏｇｉｃａｌオブジェクトとＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトとＧｅｏｍｅｔｒ
ｉｃａｌオブジェクトとで接続情報を共有しているため、フィジカル表示領域１８ｅＰで
部品が配置されると同時に、ロジカル表示領域１８ｅＬで入力した接続情報に同期して電
気的な接続を示すラバーバンドを表示することになる。
【００３９】
　次に、図１３に示す状態において、図１５を参照しながら、表示装置１８ｅのロジカル
表示領域１８ｅＬの画面上でＩＣ１とＩＣ２とを接続する信号線を削除する処理（信号削
除＆Ｌ→Ｐ→Ｇ連動処理）について説明する。なお、図１６に示す信号削除＆Ｌ→Ｐ→Ｇ
連動処理の処理ルーチンを示すフローチャートをあわせて参照する。
　この信号削除に伴うＬ→Ｐ→Ｇ連動処理の例においては、図１５に示すように、ユーザ
ーがポインティングデバイス１８ｇを用いて、ロジカル表示領域１８ｅＬに表示されてい
るＩＣ１とＩＣ２とを接続する信号線ＳＩＧ１を削除すると、フィジカル表示領域１８ｅ
Ｐの画面からはラバーバンドが削除され、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧの画面のフ



(28) JP 5175737 B2 2013.4.3

10

20

30

40

50

レキシブル基板は信号線数に比例して細くして表示されるようになる。
　即ち、信号削除＆Ｌ→Ｐ→Ｇ連動処理においては、ユーザーがポインティングデバイス
１８ｇとしてマウスを用いて、ロジカル表示領域１８ｅＬに表示されている信号線ＳＩＧ
１を削除すると（ステップＳ１６０２）、データベースの接続情報からＳＩＧ１の情報を
削除し（ステップＳ１６０４）、データベースのＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトからＳＩ
Ｇ１の情報を削除する（ステップＳ１６０６）。
　その後、ロジカル表示領域１８ｅＬの画面で接続情報が削除されたという信号を、フィ
ジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとの画面に送信し（ステッ
プＳ１６０８）、信号を受けたフィジカル表示領域１８ｅＰの画面ではＳＩＧ１のラバー
バンドを削除し（ステップＳ１６１０）、信号を受けたジェオメトリカル表示領域１８ｅ
Ｇの画面ではフレキシブル基板を複数基板間の信号線数に比例した太さに変更し（ステッ
プＳ１６１２）、この処理ルーチンを終了する。
　つまり、図１５に示すように、データベースの情報としては、ＳＩＧ１という信号名を
キーにして、
　　・接続情報から信号名ＳＩＧ１のＩＣ１とＩＣ２との接続情報を削除（図１５のａ参
照）
　　・ＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトからＳＩＧ１を削除し、フィジカル表示領域１８ｅ
Ｐの画面からラバーバンドも削除（図１５のｂ参照）
　　・Ｇｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジェクトのオブジェクトとしてフレキ基板を信号線数
に比例し細くする
と変化する。
　即ち、ＬｏｇｉｃａｌオブジェクトとＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトとＧｅｏｍｅｔｒ
ｉｃａｌオブジェクトとで接続情報を共有しているため、ロジカル表示領域１８ｅＬで信
号線が削除されると同時に、整合性を保持する様にフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオ
メトリカル表示領域１８ｅＧとに関する情報も自動的に変更される。
【００４０】
　上記では、複数基板間の信号線が変更されるとともにフレキシブル基板の形状が変更さ
れると説明したが、上記複数基板上に配置されたフレキシブル基板とプリント基板を接続
するコネクタも、上記複数基板間の信号線に適合したピン数のコネクタに自動変更される
。
【００４１】
　次に、コンピューターシステム１０によって実行される、周辺部品を含む電気部品の自
動配置の処理（自動配置処理）について説明する。
　ここで、図１７には自動配置処理の一例が示されているが、この例では、ユーザーがポ
インティングデバイス１８ｇを用いて、ロジカル表示領域１８ｅＬ上で論理ブロック「デ
ジタル演算処理回路
」を選択し、この選択したデジタル演算処理回路をドラッグ＆ドロップの操作によりフィ
ジカル表示領域１８ｅＰ上に部品配置すると（図１７（ａ）参照）、フィジカル表示領域
１８ｅＰ上にデジタル演算処理回路を配置する際に、後述する手法によりフィジカル表示
領域１８ｅＰ上において複数の回路部品、具体的には４つの電気部品の相互の位置関係が
判定されてそれらが自動配置される状況を示している（図１７（ｂ）参照）。
　なお、フィジカル表示領域１８ｅＰ上に配置する対象の指定方法としては、「論理ブロ
ック」、「領域」、「部品」による指定ができるようになされている。
　以下、上記した周辺部品を含む電気部品の自動配置の処理たる自動配置処理の詳細につ
いて、図１８以下の各図を参照しながら説明する。
【００４２】
　図１８以下の各図においては、１つ以上の回路部品を自動配置する自動配置処理の一例
について説明するが、コンピューターシステム１０による回路部品を配置する自動配置処
理は、
　　（１）キーデバイス（主要部品）の決定
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　　（２）回路部品の配置順の決定
　　（３）上記（２）で決定された配置順に従い回路部品の配置
という処理が、回路部品を配置することにより順に実行される。
　なお、本発明の理解を容易にするために、以下の例において自動配置する回路部品は図
１８に示されたものとする。
　即ち、自動配置する回路部品は図１８（ａ）の一部拡大図である図１８（ｂ）に図示さ
れたものとし、これら図示された４つの部品をそれぞれＰ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４とし、各
部品の端子数（ＰＩＮ数）については、Ｐ１が３２、Ｐ２が１４、Ｐ３が２、Ｐ４が２で
あるものとする。
【００４３】
　はじめに、上記した「（１）キーデバイスの決定」の処理方法について、図１８ならび
に図２２に示す自動配置処理の処理ルーチンを示すフローチャートを参照しながら説明す
る。
　即ち、自動配置処理の処理ルーチンが起動されると、ステップＳ２２０２～ステップＳ
２２０８において、「（１）キーデバイスの決定」の処理が行われる。
　具体的には、ユーザーがポインティングデバイス１８ｇを用いて、ロジカル表示領域１
８ｅＬ上で自動配置したい部品を選択すると（ステップＳ２２０２）、ステップＳ２２０
２で選択された部品が複数であるか否かが判断される（ステップＳ２２０４）。
　このステップＳ２２０４の判断処理において、選択された部品が複数ではない、即ち、
単数であると判断された場合には、指定された位置にステップＳ２２０２で選択された部
品を配置し（ステップＳ２２０６）、この処理ルーチンを終了する。
　一方、ステップＳ２２０４の判断処理において、選択された部品が複数であると判断さ
れた場合には、選択された部品の中で最も端子数が多い部品を検索し、検索した最も端子
数が多い部品をキーデバイスとしてメモリに記憶する（ステップＳ２２０８）。
　即ち、上記のようにして最も端子数が多い部品をキーデバイスとして決定することにな
るが、図１８に示す例について具体的に説明すると、図１８に示す例においては、ステッ
プＳ２２０２でＰ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の４つの部品が選択されるため、ステップＳ２２
０８において、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４のなかで最も端子数の多いＰ１がキーデバイスと
して決定してメモリに記憶されることになる。
　なお、キーデバイスの決定を行うに際しては、上記のように最も端子数の多い部品をキ
ーデバイスとして決定することに代えて、人手により任意の部品をキーデバイスとして決
定するようにしてもよいことは勿論である。
【００４４】
　次に、上記した「（２）回路部品の配置順の決定」の処理方法について、図１９ならび
に図２２に示す自動配置処理の処理ルーチンを示すフローチャートを参照しながら説明す
る。
　ここで、本発明においては、キーデバイスに接続されている信号線が多い順に部品の配
置順を決定するようになされており、こうした「（２）回路部品の配置順の決定」の処理
は、ステップＳ２２１０～ステップＳ２２１２によって実行されるものである。
　具体的には、ステップＳ２２０２で選択された部品をキーデバイスに接続されている信
号線が多い順に並べてメモリに記憶し（ステップＳ２２１０）、ステップＳ２２０２で選
択された部品のなかでキーデバイスに信号接続されていない部品を未接続部品としてメモ
リに記憶しておく（ステップＳ２２１２）。
　図１８に示す例について具体的に説明すると、「（１）キーデバイスの決定」の処理に
おいてキーデバイスとした回路部品Ｐ１に接続されている信号線数が多い順に、各部品、
即ち、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の配置順を決定する。
　ここで、Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４の各信号線を、図１８（ａ）に対応する図１９（ａ）
の一部拡大図である図１９（ｂ）（図１９（ｂ）は、図１８（ｂ）に対応する。）に図示
するように、Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３、Ｓ４とすると、各部品がキーデバイスＰ１に接続されて
いる信号線数は、
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　　Ｐ２・・・２本（信号線Ｓ１、Ｓ２）
　　Ｐ３・・・１本（信号線Ｓ３）
　　Ｐ４・・・０本（信号線無し）
となっており、配置順はＰ２→Ｐ３→Ｐ４と決定される。
　なお、信号線数が同一の場合には、例えば、以下の判断基準により配置順を決定するよ
うにすればよい。
　即ち、まず、信号線数が同一の場合には「部品の端子数が多い順」に配置するという判
断基準を用い、次に、部品の端子数が同一の場合には「部品面積が大きい順」に配置する
という判断基準を用い、次に、部品面積が同一の場合には「形状ライブラリの登録番号（
登録Ｎｏ）が大きい順に配置するという判断基準を用いる。
　なお、形状ライブラリに登録されている形状には、図１９（ｃ）に示すように、各形状
の登録順に登録番号が付与されているものとする。
　従って、例えば、
　　　部品Ａ（信号線数２、端子数１４、部品面積５０ｍｍ２）
　　　部品Ｂ (信号線数２、端子数１４、部品面積４０ｍｍ２）
という部品の配置順を決定する際には、まず、信号線数で比較することになるが、信号線
数が２で同一であるため、次に部品の端子数で比較することになる。
　ここで、端子数は互いに１４で同一であるため、次に部品面積で比較することになるが
、部品面積は部品Ａの方が大きいと判断し、配置順は、はじめに部品Ａを配置しそれから
部品Ｂを配置する（部品Ａ→部品Ｂ）と決定する。
　なお、部品面積も同一の場合には、形状ライブラリの登録番号が大きい部品を先に配置
するものと決定する。
　この形状ライブラリの登録番号とは、上記したように形状ライブラリへ登録する際に付
与される番号であり、登録された各形状毎にそれぞれ付与されるユニークな番号となって
おり配置順を一意に決定できる。登録番号が大きい部品とは、形状ライブラリへ登録され
た順番がより新しい部品となる。
　図１９（ｃ）に示す部品Ｘと部品Ｙを比較した場合に、部品Ｘの登録番号は「１０」で
あり、部品Ｙの登録番号は「１１」であるため、部品Ｙの方が登録番号が大きいと判断す
る。
【００４５】
　次に、上記した「（３）上記（２）で決定された配置順に従い回路部品の配置」の処理
方法について、図２１ならびに図２２に示す自動配置処理の処理ルーチンを示すフローチ
ャートを参照しながら説明する。
　ここで、本発明においては、ステップＳ２２１４～ステップＳ２２２８において、「（
３）上記（２）で決定された配置順による回路部品の配置」の処理が行われる。
　具体的には、ステップＳ２２１０およびステップＳ２２１２でメモリに記憶した各部品
形状を形状ライブラリから呼び出して、形状ライブラリから呼び出した各部品形状をメモ
リに記憶する（ステップＳ２２１４）
　次に、キーデバイスを中心に、ステップＳ２２１０で記憶した順に各部品の配置角度、
配置座標を決定してメモリに記憶する（ステップＳ２２１６）。ここで、各部品の座標値
は、キーデバイスとの経路配線長が最短となる位置を配置座標として決定する。
　その後、ステップＳ２２１２でメモリに記憶された未接続部品の配置角度、配置座標を
決定してメモリに記憶する（ステップＳ２２１８）。ここで、各部品の座標値は、接続さ
れている部品間の経路配線長が最短となる位置を配置座標として決定する。
　次に、キーデバイスの原点がマウスに追従するように、キーデバイスの形状をテンポラ
リ表示し（ステップＳ２２２０）、テンポラリ表示されたキーデバイスを中心に、ステッ
プＳ２２０２で選択された各部品を配置しテンポラリ表示する（ステップＳ２２２２）。
この際に、各部品は、ステップＳ２２１６、ステップＳ２２１８で決められた配置角度で
配置座標に配置する。また、各部品は、ステップＳ２２１４でメモリに記憶した部品形状
で表示する。
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　それから、ユーザーがポインティングデバイス１８ｇを用いて、フィジカル表示領域１
８ｅＰの画面上で配置位置を指定すると（ステップＳ２２２４）、フィジカル表示領域１
８ｅＰの画面上で指定された座標値をキーデバイス部品の原点とし、ステップＳ２２２２
でテンポラリ表示した状態で部品を配置する（ステップＳ２２２６）。
　そして、ステップＳ２２０２で選択された部品の配置角度と配置座標とをデータベース
の配置情報に記憶し（ステップＳ２２２８）、この処理ルーチンを終了する。
　具体的には、「（３）上記（２）で決定された配置順による回路部品の配置」の処理に
おいては、「（１）キーデバイス（主要部品）の決定」の処理により決定された部品Ｐ１
をキーデバイスとし、「（２）回路部品の配置順の決定」の処理により決定されたＰ２→
Ｐ３→Ｐ４という周辺部品の配置順により、各回路部品の配置していくことになる。
　まず、部品Ｐ１を基準として部品Ｐ２を配置する処理を説明すると、部品Ｐ１と部品Ｐ
２とは信号線Ｓ１と信号線Ｓ２とで接続されている。なお、信号線Ｓ１を配線パターンに
よって接続することを考慮し、直線距離ではなくＬ字距離とする。
　ここで、図１８（ａ）に対応する図２０（ａ）の一部拡大図である図２０（ｂ）（図２
０（ｂ）は、図１８（ｂ）に対応する。）の要部拡大図である図２０（ｃ）に示すように
、信号線Ｓ１のＸ方向の距離をＸ１、Ｙ方向の距離をＹ１とすると、信号線Ｓ１の経路配
線長（信号経路長）は、
　　　直線距離＝（Ｘ１２＋Ｙ１２）１／２
ではなくて、
　　　Ｌ字距離 ＝（Ｘ１＋Ｙ１）
とする。
　この信号経路長が最短となり、かつ、部品Ｐ１とＰ２とが指定された箔間距離を保つ位
置にＰ２を配置することになる。
　なお、Ｐ２は、Ｓ１とＳ２との２本の信号線でＰ１と接続しているため、このＳ１およ
びＳ２の２本の信号経路長の合計が最短となる位置にＰ２を配置することになる。
　即ち、信号線Ｓ２のＸ方向の距離をＸ２、Ｙ方向の距離をＹ２とすると、
　　　Ｐ１とＰ２との間の経路配線長（信号経路長）＝（Ｘ１＋Ｙ１）＋（Ｘ２＋Ｙ２）
が最短となる位置に部品Ｐ２を配置する。
　次に、図１８（ａ）に対応する図２１（ａ）の一部拡大図である図２１（ｂ）（図２１
（ｂ）は、図１８（ｂ）に対応する。）を参照しながら、部品Ｐ１を基準として部品Ｐ３
ならびにＰ４を配置する処理を説明する。
　ここで、上記と同様に、部品Ｐ３が接続されている信号線Ｓ３のＸ方向の距離をＸ３と
し、Ｙ方向の距離をＹ３とすると、Ｓ３の経路配線長（信号経路長）は、
　　　Ｐ１とＰ３との間の経路配線長（信号経路長）＝（Ｘ３＋Ｙ３）
となる。
　なお、部品の配置角度を決定するため、形状ライブラリに登録された状態を角度０°と
し、０°→９０°→１８０°→２７０°の順に信号経路長を算出し、信号経路長が最短と
なる角度で部品を配置する。
　信号経路長が同一の場合には、優先順位を、
　　　　第１位：０°
　　　　第２位：９０°
　　　　第３位：１８０°
　　　　第４位：２７０°
とし、優先順位が高い角度に決定する。
　例えば、部品の配置角度０°と１８０°とで信号経路長が同一の場合には、部品の配置
角度は優先順位の高い０°に決定する。
　一方、部品Ｐ４はキーデバイスＰ１に接続されていないので、この場合には、接続先の
部品Ｐ３との経路配線長（信号経路長）が最短となる位置に配置する。
　上記と同様に、信号線Ｓ４のＸ方向の距離をＸ４とし、Ｙ方向の距離をＹ４とすると、
Ｓ４の信号経路長は、
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　　　　Ｐ３とＰ４との間の経路配線長（信号経路長）＝（Ｘ４＋Ｙ４）
となる。
　信号経路長が同一となる位置が複数ある場合には、キーデバイスとの距離が最短となる
位置に配置する。
【００４６】
　以上において説明した処理により、キーデバイスと周辺部品との位置関係を決定するこ
とができる。
　なお、基板上の配置位置は、マウスなどで指定した位置をキーデバイスの原点として周
辺部品を配置する。
【００４７】
　次に、コンピューターシステム１０によって実行される、周辺部品を含む電気部品の自
動配置の処理（自動配置処理）の他の例、具体的には、電気的な接続情報に従って、コネ
クタおよびフレキシブル基板（以下、「フレキ基板」と適宜に称する。）によって、複数
の基板ブロックを接続する手法について説明する。即ち、互いに電気的に接続されていな
い基板ブロックを、コネクタおよびフレキ基板によって接続する手法について説明する。
　なお、こうした手法により実現される機能（以下、「複数基板の接続機能」と適宜に称
する。）は、図２３に示すような操作時に作動する。
　即ち、図２３には、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオ
メトリカル表示領域１８ｅＧとを単一の表示画面上に備えた表示装置１８ｅにおいて、ロ
ジカル表示領域１８ｅＬで回路ブロックの「デジタル演算処理回路」を指定し、当該指定
した「デジタル演算処理回路」をドラッグアンドドロップでフィジカル表示領域１８ｅＰ
へ配置する処理を示している。
　この処理においては、文字入力デバイス１８ｆまたはポインティングデバイス１８ｇで
の指示座標に基づき、ロジカル表示領域１８ｅＬで定義された電気的な接続情報を検索し
、フィジカル表示領域１８ｅＰでは、コネクタおよびフレキ基板を発生し、当該コネクタ
およびフレキ基板を経由して接続情報をラバーバンド表示し、ジェオメトリカル表示領域
１８ｅＧでは、フィジカル表示領域１８ｅＰと同一位置にコネクタおよびフレキ基板を発
生し、３次元形状のコネクタおよびフレキ基板で接続した状態を表示する。
【００４８】
　より詳細には、複数基板の接続機能は、ロジカル表示領域１８ｅＬでは、
　　ａ．機能（回路）ブロック指定
　　ｂ．領域指定
　　ｃ．１つ以上の部品の指定
など、上記ａ～ｃのいずれかの方法で回路素子や回路素子群を選択し、フィジカル表示領
域１８ｅＰへドラッグアンドドロップで部品配置した際に、フィジカル表示領域１８ｅＰ
で他の基板と電気的な接続があるときに作動する。また、図２４に示すように、部品配置
後においても、複数基板の接続機能は作動する。
　なお、コネクタによる接続を実行する前に、接続情報を元にコネクタを介さずにラバー
バンド表示することも可能となっている。
　複数基板の接続機能が作動した結果、図２４に示すように、フィジカル表示領域１８ｅ
Ｐとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとで複数基板間を接続する。
【００４９】
　そして、複数基板の接続機能においては、以下に説明する電気的な接続情報を考慮して
、複数基板間の接続を行うものである。
　また、複数基板の接続機能においては、最適なコネクタおよびフレキ基板を最適な位置
に発生するものであり、こうしたことを実現するために、複数基板の接続機能では、
　　処理１：信号線数に応じて最適なコネクタおよびフレキ基板などの接続媒体を決定す
る
　　処理２：各信号線をコネクタおよびフレキ基板などの接続媒体の端子に接続するピン
アサインを行う
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　　処理３：電気信号の経路が最短となる位置にコネクタを発生する
という処理を行っている。この処理１～処理３により、最適なコネクタ、フレキ基板を最
適な位置に発生する。
　以下に、図２５に示すフローチャートならびに図２６以下の各図を参照しながら、上記
した処理１～３の各処理について詳細に説明する。
【００５０】
　コンピューターシステム１０において、ユーザーがフィジカル表示領域１８ｅＰに部品
を配置したり、あるいは、コネクタによる基板間接続を実行すると（ステップＳ２５０２
）、フィジカル表示領域１８ｅＰおよびジェオメトリカル表示領域１８ｅＧに２つ以上の
基板が存在するか否かが判断され（ステップＳ２５０４）、フィジカル表示領域１８ｅＰ
およびジェオメトリカル表示領域１８ｅＧに２つ以上の基板が存在すると判断された場合
に、ステップＳ２５０６以下の処理が行われて、複数基板の接続機能が作動する。
　なお、この実施の形態においては、本発明の理解を容易にするために、図２６に示す場
合を例にして、発生するコネクタおよびフレキ基板を決定して接続する処理を説明する。
【００５１】
　まず、ステップＳ２５０６～ステップＳ２５１４により実行される処理１について説明
する。
　この処理１においては、はじめに、全基板を対象にして、２つの基板の組み合わせを全
て抽出し、その抽出した結果をメモリに記憶する（ステップＳ２５０６）。図２６に示す
例では、基板Ａ－Ｂ、基板Ａ－Ｃ、基板Ｂ－Ｃの３通りを抽出して記憶する。
　ステップＳ２５０６の処理を終了すると、ステップＳ２５０６で抽出した組み合わせで
基板間を接続する信号線を検索して基板間を接続する信号線の存在が検索された場合には
（ステップＳ２５０８、ステップＳ２５１０）、その検索した結果をメモリに記憶する（
ステップＳ２５１２）。図２６に示す例では、次のものがその信号線となる。
　　・基板Ａ－Ｂ　→　ＳＩＧ１、ＳＩＧ２　（信号線２本）
　　・基板Ａ－Ｃ　→　無し
　　・基板Ｂ－Ｃ　→　ＳＩＧ３　（信号線１本）
　そして、ステップＳ２５１２でメモリに記憶した信号線数に応じたピン数のコネクタお
よびフレキ基板を、データベースの形状ライブラリ検索して、ステップＳ２５１２でメモ
リに記憶した信号線数に応じたコネクタおよびフレキ基板を決定してメモリに記憶する（
ステップＳ２５１４）。図２６に示す例では、検索した信号線数より、各基板間のコネク
タおよびフレキ基板を次の通り決定する。
　　・基板Ａ－Ｂ間：２ピンコネクタ、２端子のフレキ基板
　　・基板Ａ－Ｃ間：コネクタおよびフレキ基板は無し
　　・基板Ｂ－Ｃ間：１ピンコネクタ、１端子のフレキ基板
【００５２】
　次に、ステップＳ２５１６により実行される処理２について説明すると、ステップＳ２
５０８～ステップＳ２５１２で検索した信号線の接続先を、ステップＳ２５１４で記憶し
たコネクタのピンの１番から順に割り当てる（ステップＳ２５１６）。
　即ち、図２７を例にして、ステップＳ２５１６における各信号線のピンアサインの処理
２を説明すると、コネクタの１番ピンから、検索した信号線を順に割り当てる。具体的に
は、ＳＩＧ１、ＳＩＧ２、ＳＩＧ３の順に信号線が検索されたとすると、
　　・ＳＩＧ１　→　コネクタＡの１番ピン、コネクタＢ１の１番ピン
　　・ＳＩＧ２　→　コネクタＡの２番ピン、コネクタＢ１の２番ピン
　　・ＳＩＧ３　→　コネクタＢ２の１番ピン、コネクタＣの１番ピン
の端子に接続する信号線としてピンアサインし、接続情報とコネクタピンの設定をする。
【００５３】
　次に、ステップＳ２５１８～ステップＳ２５３０により実行される処理３について説明
する。
　この処理３の説明においては、まず、ステップＳ２５１８において、ステップＳ２５０
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８～ステップＳ２５１２で検索した信号線を、コネクタを境界に２分割して、コネクタに
接続する基板内で収束した信号線（以下、「コネクタ信号」と適宜に称する。）にする。
具体的には、図２８に示すように、基板Ａと基板Ｂとを接続するコネクタの位置を決定す
る処理について説明するものであり、部品Ａ－部品Ｂ間の信号線ＳＩＧ１を、コネクタを
境界にＳＩＧ１－１、ＳＩＧ１－２とする。同様に、ＳＩＧ２を、コネクタを境界にＳＩ
Ｇ２－１、ＳＩＧ２－２とする。
　次に、ステップＳ２５２０において、ステップＳ２５０６で抽出した２つの基板の一方
に関し、１つ以上のコネクタ信号の経路長の和を、ΣＸＹ１とする。
　図２８に示す例に即して説明すると、基板Ａ内の信号経路長を算出することになる。こ
こで、基板Ａ内の信号経路長は、図２９に示すように、信号パターンの折れ角を９０度と
すると、次のようになる。
　　　基板Ａ内の信号経路長＝ＳＩＧ１－１の信号経路長＋ＳＩＧ２－１の信号経路長
　　　　　　　　　　　　　＝（Ｘ１＋Ｙ１）＋（Ｘ２＋Ｙ２）
　ステップＳ２５２０の処理を終了すると、ステップＳ２５２２の処理へ進み、ステップ
Ｓ２５０６で抽出した２つの基板の他方に関し、１つ以上のコネクタ信号の経路長の和を
、ΣＸＹ２とする。
　図２８に示す例に即して説明すると、基板Ｂ内の信号経路長を算出することになる。こ
こで、基板Ｂ内の信号経路長は、図３０に示すように、信号パターンの折れ角を９０度と
すると、次のようになる。
　　　基板Ｂ内の信号経路長＝ＳＩＧ１－２の信号経路長＋ＳＩＧ２－２の信号経路長
　　　　　　　　　　　　　＝（Ｘ３＋Ｙ３）＋（Ｘ４＋Ｙ４）
　ステップＳ２５２２の処理を終了すると、ステップＳ２５２４の処理へ進み、２つの基
板のコネクタ間の直線距離を、ΣＸＹＸとする。
　図３１に示す例に即して説明すると、基板Ａと基板Ｂとの間の信号経路長を算出するこ
とになる。ここで、基板Ａ、基板Ｂ間の信号経路長は、２つのコネクタの中心を結ぶ直線
経路とすると、次のようになる。
　　　信号経路長＝（Ｘ５２＋Ｙ５２＋Ｚ５２）１／２
　ステップＳ２５２４の処理を終了すると、ステップＳ２５２６の処理へ進み、ΣＸＹ１
、ΣＸＹ２、ΣＸＹＸの和が最小となるコネクタの位置を算出し、画面Ｐ、画面Ｇ上にコ
ネクタを配置する。
　上記の例に即して説明すると、上記より基板Ａ、基板Ｂ間の信号経路長は、
　　　信号経路長＝　基板Ａ内の信号経路長
　　　　　　　　　＋基板Ｂ内の信号経路長
　　　　　　　　　＋基板Ａ、Ｂ間の信号経路長
　　　　　　　　＝　（Ｘ１＋Ｙ１）＋（Ｘ２＋Ｙ２）
　　　　　　　　　＋（Ｘ３＋Ｙ３）＋（Ｘ４＋Ｙ４）
　　　　　　　　　＋（Ｘ５２＋Ｙ５２＋Ｚ５２）１／２
となり、上式より信号経路長が最小となる位置を算出し、コネクタを配置する。
　ステップＳ２５２６の処理を終了すると、画面Ｇ上でコネクタ形状に合わせたフレキ基
板を発生し（ステップＳ２５２８）、それから、画面Ｐ上でコネクタ形状に合わせたフレ
キ基板を発生し、コネクタとフレキ基板間の接続情報をラバーバンド表示し（ステップＳ
２５３０）、この処理を終了する。
　上記の例に即して説明すると、コネクタ幅（ピン形状）に応じた幅でフレキ基板を発生
するが、図３２において丸枠で示すように、画面Ｐではコネクタとフレキ基板は電気的な
接続情報をラバーバンドとして表示し、画面Ｇではコネクタとフレキ基板が接続された状
態で表示する。
【００５４】
　なお、上記した実施の形態は、以下の（１）乃至（７）に示すように変形することがで
きるものである。
【００５５】
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　（１）上記した実施の形態においては、オブジェクトとしてプリント基板を取り上げた
が、これに限られるものではないことは勿論であり、例えば、図４９に示すユニット、モ
ジュール部品、半導体チップ、筐体、筐体部品といった各種オブジェクトを扱うようにし
てもよい。
　また、図５０に示すように、プリント基板より大規模なユニットをオブジェクトとした
自動車の設計情報、プリント基板より小規模な半導体チップの設計情報を扱うようにして
もよい。
【００５６】
　（２）上記した実施の形態においては、単一のクライアントシステム１８における表示
装置１８ｅにおいて、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオ
メトリカル表示領域１８ｅＧとの表示状態の整合性を保持する場合について説明したが、
これに限られるものではないことは勿論であり、本発明は、複数のクライアントシステム
１８における表示装置（ディスプレイ）１８において、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィ
ジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとの表示状態の整合性を保
持する場合についても適用することができるものであり、以下に詳細に説明する。
【００５７】
　まず、図３３を参照しながら動作環境について説明すると、ロジカル表示領域１８ｅＬ
とフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとを備えた表示装置
１８ｅを有するＡさんが操作するクライアントシステム１８Ａと、ロジカル表示領域１８
ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとを備えた表示
装置１８ｅを有するＢさんが操作するクライアントシステム１８Ｂとが、ＬＡＮ（Ｌｏｃ
ａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：ローカルエリアネットワーク）でネットワーク接続さ
れていて、このＬＡＮ内にＷＷＷサーバシステム１４が設置されている。
　また、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表
示領域１８ｅＧとを備えた表示装置１８ｅを有するＣさんが操作するクライアントシステ
ム１８Ｃが、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：ワイドエリアネットワーク
）でネットワーク接続されており、ＷＷＷサーバシステム１４にアクセス可能となされて
いる。
【００５８】
　上記した動作環境において、初期状態においては、クライアントシステム１８Ａの表示
装置１８ｅの表示画面、クライアントシステム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示画面および
クライアントシステム１８Ｃの表示装置１８ｅの表示画面には、何も表示されていないも
のとする。
　この初期状態から、図３４に示すように、Ａさんの操作に従って、クライアントシステ
ム１８ＡよりＷＷＷサーバシステム１４にアクセスし、ＷＷＷサーバシステム１４の記憶
媒体に格納されたデータ一覧から編集する対象のデータを選択し、当該選択したデータを
クライアントシステム１８Ａの表示装置１８ｅの表示画面のロジカル表示領域１８ｅＬと
フィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとに表示する。なお、
この状態においては、クライアントシステム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示画面およびク
ライアントシステム１８Ｃの表示装置１８ｅの表示画面は何ら変化しない。
　この図３４に示す状態において、クライアントシステム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示
画面とクライアントシステム１８Ａの表示装置１８ｅの表示画面とを同期させる処理につ
いて、図３５および図３６を参照しながら説明する。
【００５９】
　ここで、図３５は、クライアントシステム１８Ｂが同期するクライアントシステム１８
Ａを指定した状態であって、同期を完了する前の状態を示している。
　即ち、クライアントシステム１８Ｂのポインティングデバイス１８ｇの操作により、表
示装置１８ｅの表示画面に表示された同期ボタン１０２をクリックして同期指定ウインド
ウ１０４を開き、それから、クライアントシステム１８Ｂの文字入力デバイス１８ｆの操
作により、同期指定ウインドウ１０４における同期対象端末欄１０４ａにクライアントシ
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ステム１８Ａを指定する「Ａ」を入力することにより、クライアントシステム１８Ｂが同
期するクライアントシステム１８Ａの指定を完了する。同期を完了する前であるので、ク
ライアントシステム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示画面は何ら変化しない。
　ここで、クライアントシステム１８Ｂのポインティングデバイス１８ｇの操作により、
同期指定ウインドウ１０４におけるＯＫボタン１０４ｂをクリックすると同期が実行され
、クライアントシステム１８Ｂから「クライアントシステム１８Ａとクライアントシステ
ム１８Ｂとを同期する」という情報がＷＷＷサーバシステム１４へ送信され、その情報は
ＷＷＷサーバシステム１４のメモリに格納される。
【００６０】
　図３６には、同期指定ウインドウ１０４におけるＯＫボタン１０４ｂをクリックするこ
とにより、クライアントシステム１８Ａとクライアントシステム１８Ｂとの同期が完了し
た状態が示されている。
　この同期が完了すると、クライアントシステム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示画面のロ
ジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８
ｅＧとには、クライアントシステム１８Ａの表示装置１８ｅの表示画面のロジカル表示領
域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとの表示
内容と同内容が表示される。
　そして、クライアントシステム１８Ａの表示装置１８ｅの表示画面とクライアントシス
テム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示画面とには、Ａさんがクライアントシステム１８Ａの
操作を行うためのマウスポインタ１０６（指図形Ａ）とＢさんがクライアントシステム１
８Ｂの操作を行うためのマウスポインタ１０８（指図形Ｂ）との２つのマウスポインタが
それぞれ表示される。
　なお、この同期の処理に伴って、ＷＷＷサーバシステム１４のメモリには、クライアン
トシステム１８Ａとクライアントシステム１８Ｂとが同期したことを示す同期情報「同期
Ａ－Ｂ」が記憶される。
　さらに、クライアントシステム１８Ａの表示装置１８ｅの表示画面とクライアントシス
テム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示画面とには、同期リスト画面１１０が表示され、この
同期リスト画面１１０にクライアントシステム１８Ａとクライアントシステム１８Ｂとが
同期している旨を示す「Ａ」と「Ｂ」とが表示される。
【００６１】
　次に、この図３６に示す状態において、クライアントシステム１８Ｃの表示装置１８ｅ
の表示画面とクライアントシステム１８Ａの表示装置１８ｅの表示画面とを同期させる処
理について、図３７および図３８を参照しながら説明する。
【００６２】
　ここで、図３７は、クライアントシステム１８Ｂと同様に、クライアントシステム１８
Ｃがクライアントシステム１８Ａとの同期を完了した状態を示している。
　また、図３８は、クライアントシステム１８Ｃの表示装置１８ｅの表示画面とクライア
ントシステム１８Ａの表示装置１８ｅの表示画面とを同期させる処理の処理手順を表すフ
ローチャートが示されている。
　以下、クライアントシステム１８Ｃの表示装置１８ｅの表示画面とクライアントシステ
ム１８Ａの表示装置１８ｅの表示画面とを同期させる処理について説明するが、クライア
ントシステム１８Ｃの表示装置１８ｅの表示画面上における操作処理は、クライアントシ
ステム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示画面上における操作処理と同様であるので、図３５
、図３６および図３５、図３６に関する上記説明を参照する。
【００６３】
　まず、クライアントシステムＣによるクライアントシステムＡを指定した同期の実行指
示を行う（ステップＳ３８０２）。具体的には、クライアントシステム１８Ｃのポインテ
ィングデバイス１８ｇの操作により、表示装置１８ｅの表示画面に表示された同期ボタン
１０２をクリックして同期指定ウインドウ１０４を開き、それから、クライアントシステ
ム１８Ｃの文字入力デバイス１８ｆの操作により、同期指定ウインドウ１０４における同
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期対象端末欄１０４ａにクライアントシステム１８Ａを指定する「Ａ」を入力することに
より、クライアントシステム１８Ｂが同期するクライアントシステム１８Ａの指定を完了
する。同期を完了する前であるので、クライアントシステム１８Ｃの表示装置１８ｅの表
示画面は何ら変化しない。それから、クライアントシステム１８Ｃのポインティングデバ
イス１８ｇの操作により、同期指定ウインドウ１０４におけるＯＫボタン１０４ｂをクリ
ックして同期の実行を指示する。
　上記したＯＫボタン１０４ｂのクリックにより同期の実行を指示されると、クライアン
トシステム１８Ｃから「クライアントシステム１８Ａとクライアントシステム１８Ｃとを
同期する」という情報がＷＷＷサーバシステム１４へ送信され、その情報はＷＷＷサーバ
システム１４のメモリに格納される（ステップＳ３８０４）。
　そうすると、ＷＷＷサーバシステム１４のメモリに記憶された同期情報から、同期する
クライアントシステム１８Ａとクライアントシステム１８Ｃとの同期情報を検索（ステッ
プＳ３８０６）し、クライアントシステム１８Ａまたはクライアントシステム１８Ｃの同
期情報が存在するか否かを判断する（ステップＳ３８０８）。
　このステップＳ３８０８の判断処理により、クライアントシステム１８Ａまたはクライ
アントシステム１８Ｃの同期情報が存在すると判断された場合には、既存の同期情報を変
更するようにして（ステップＳ３８１０）、後述するステップＳ３８１４の処理を行う。
　一方、ステップＳ３８０８の判断処理により、クライアントシステム１８Ａまたはクラ
イアントシステム１８Ｃの同期情報が存在しないと判断された場合には、新規に同期情報
を追加するようにして（ステップＳ３８１２）、後述するステップＳ３８１４の処理を行
う。
【００６４】
　そして、ステップＳ３８１４においては、ＷＷＷサーバシステム１４のメモリにクライ
アントシステム１８Ａとクライアントシステム１８Ｃとが同期したことを示す同期情報「
同期Ａ－Ｃ」を記憶することになるが、その際に、ＷＷＷサーバシステム１４のメモリに
はクライアントシステム１８Ａとクライアントシステム１８Ｂとが同期したことを示す同
期情報「同期Ａ－Ｂ」が既に記憶されており、クライアントシステム１８Ａとクライアン
トシステム１８Ｂとクライアントシステム１８Ｃとの全てが同期したことになるため、Ｗ
ＷＷサーバシステム１４は、同期情報「同期Ａ－Ｂ」と同期情報「同期Ａ－Ｃ」とをクラ
イアントシステム１８Ａとクライアントシステム１８Ｂとクライアントシステム１８Ｃと
の全てが同期したことを示す同期情報「同期Ａ－Ｂ－Ｃ」と書き換えて記憶する。それか
ら、その同期情報「同期Ａ－Ｂ－Ｃ」により同期したことを示された全ての端末たるクラ
イアントシステム１８Ａ、クライアントシステム１８Ｂおよびクライアントシステム１８
Ｃへ、同期情報「同期Ａ－Ｂ－Ｃ」を送信する。
【００６５】
　次に、同期情報「同期Ａ－Ｂ－Ｃ」を受信した各端末たるクライアントシステム１８Ａ
、クライアントシステム１８Ｂおよびクライアントシステム１８Ｃは、それぞれの表示装
置１８ｅの表示画面を同期させてロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅ
Ｐとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧと表示するとともに、それぞれの表示装置１８ｅ
の表示画面に同期リスト画面１１０を表示し、この同期リスト画面１１０にクライアント
システム１８Ａとクライアントシステム１８Ｂとクライアントシステム１８Ｃとが同期し
ている旨を表す同期情報「同期Ａ－Ｂ－Ｃ」を示す「Ａ」と「Ｂ」と「Ｃ」とを表示する
（ステップＳ３８１６）。
　次に、同期情報「同期Ａ－Ｂ－Ｃ」を受信した各端末たるクライアントシステム１８Ａ
、クライアントシステム１８Ｂおよびクライアントシステム１８Ｃは、それぞれの端末名
たる自端末名、即ち、クライアントシステム１８Ａであるか、クライアントシステム１８
Ｂであるか、あるいはクライアントシステム１８Ｃであるかと、それぞれの現在のマウス
ポインタの座標値をＷＷＷサーバシステム１４へ送信する（ステップＳ３８１８）。
　そして、ステップＳ３８１８の処理により送信された情報を受信したＷＷＷサーバシス
テム１４は、受信した自端末名が含まれる同期情報をメモリから検索し（ステップＳ３８
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２０）、検索した同期情報が示す同期した端末、即ち、クライアントシステム１８Ａ、ク
ライアントシステム１８Ｂならびにクライアントシステム１８Ｃに対し、それぞれのマウ
スポインタの座標値を自端末以外の他の端末へ送信する（ステップＳ３８２２）。
　そして、ステップＳ３８２２の処理により送信されたマウスポインタの座標値を受信し
た各端末たるクライアントシステム１８Ａ、クライアントシステム１８Ｂおよびクライア
ントシステム１８Ｃは、表示装置１８ｅの表示画面におけるその座標値にマウスポインタ
を表示し（ステップＳ３８２４）、この処理を終了する。
【００６６】
　以上において説明したように、クライアントシステム１８Ｃはクライアントシステム１
８Ａとの同期を指定しただけであるが、既にクライアントシステム１８Ａとクライアント
システム１８Ｂとが同期しているため、クライアントシステム１８Ｃはクライアントシス
テム１８Ａのみではなくクライアントシステム１８Ｂとも同期した状態となり、同期が完
了すると、クライアントシステム１８Ｃの表示装置１８ｅの表示画面のロジカル表示領域
１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとには、ク
ライアントシステム１８Ａおよびクライアントシステム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示画
面のロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領
域１８ｅＧとの表示内容と同内容が表示される。
　そして、クライアントシステム１８Ａの表示装置１８ｅの表示画面とクライアントシス
テム１８Ｂの表示装置１８ｅの表示画面とクライアントシステム１８Ｃの表示装置１８ｅ
の表示画面とには、Ａさんがクライアントシステム１８Ａの操作を行うためのマウスポイ
ンタ１０６（指図形Ａ）とＢさんがクライアントシステム１８Ｂの操作を行うためのマウ
スポインタ１０８（指図形Ｂ）とＣさんがクライアントシステム１８Ｃの操作を行うため
のマウスポインタ１１２（指図形Ｃ）との３つのマウスポインタがそれぞれ表示される。
　また、ＷＷＷサーバシステム１４のメモリに記憶された同期情報は、クライアントシス
テム１８Ａとクライアントシステム１８Ｂとクライアントシステム１８Ｃとが同期すると
いう同期情報「同期Ａ－Ｂ－Ｃ」に変更された状態となっている。
　そして、クライアントシステム１８Ａ、クライアントシステム１８Ｂおよびクライアン
トシステム１８Ｃの表示装置１８ｅの表示画面における同期リスト画面１１０には、クラ
イアントシステム１８Ａとクライアントシステム１８Ｂとクライアントシステム１８Ｃと
が同期している旨を表す同期情報「同期Ａ－Ｂ－Ｃ」を示す「Ａ」と「Ｂ」と「Ｃ」とが
表示される。
【００６７】
　ここで、クライアントシステム１８Ａ、クライアントシステム１８Ｂおよびクライアン
トシステム１８Ｃが同期した場合の編集処理について説明すると、クライアントシステム
１８Ａ、クライアントシステム１８Ｂあるいはクライアントシステム１８Ｃが編集処理を
行う場合には、クライアントシステム１８Ａ、クライアントシステム１８Ｂあるいはクラ
イアントシステム１８Ｃのそれぞれにおいて、表示装置１８ｅの表示画面のロジカル表示
領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとから
編集処理を行う対象となる表示領域を選択した後に、編集処理を開始あるいは再開する。
【００６８】
　図３９には、クライアントシステム１８Ａがロジカル表示領域１８ｅＬを選択し、クラ
イアントシステム１８Ｂがフィジカル表示領域１８ｅＰを選択し、クライアントシステム
１８Ｃがジェオメトリカル表示領域１８ｅＧを選択した状態における表示装置１８ｅの表
示画面の概念説明図が示されており、何れの表示領域を何れの端末が選択しているかが目
視することができるように表示される（図３９における「編集端末Ａ」、「編集端末Ｂ」
および「編集端末Ｃ」の表示を参照する。）。
　なお、各端末の表示装置１８ｅの表示画面において、他の端末の操作経過をリアルタイ
ムに表示することも、上記において説明したと同様な処理を行うことにより可能である。
　即ち、各端末におけるマウス１８ｇの移動やクリック、あるいはキーボード１８ｆの操
作などの何らかの操作が行われた際には、各端末における操作内容をＷＷＷサーバシステ
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ム１４へ送信し、ＷＷＷサーバシステム１４から当該操作内容を同期している他の端末へ
送信し、他の端末において当該操作内容を反映するという処理を行えばよい。
　また、例えば、クライアントシステム１８Ａがロジカル表示領域１８ｅＬを選択してい
るときに、クライアントシステム１８Ｂがロジカル表示領域１８ｅＬを選択した場合には
、後から選択したクライアントシステム１８Ｂでロジカル表示領域１８ｅＬにおける編集
処理が可能になり、クライアントシステム１８Ａは何れの表示領域も選択していない状態
となる。
　そして、上記のようにクライアントシステム１８Ａの後にクライアントシステム１８Ｂ
がロジカル表示領域１８ｅＬを選択した場合には、同期している全端末において、クライ
アントシステム１８Ｂがロジカル表示領域１８ｅＬを選択している旨の表示に変更される
。
【００６９】
　以下、クライアントシステム１８Ａがロジカル表示領域１８ｅＬを選択し、クライアン
トシステム１８Ｂがフィジカル表示領域１８ｅＰを選択し、クライアントシステム１８Ｃ
がジェオメトリカル表示領域１８ｅＧを選択した状態において、クライアントシステム１
８Ｂがロジカル表示領域１８ｅＬを選択した場合の処理について、図４０に示すフローチ
ャートを参照しながら説明する。なお、図４０のフローチャートにおいては、目視を容易
にするために、クライアントシステム１８Ｂを「端末Ｂ」と表記し、ロジカル表示領域１
８ｅＬを「画面Ｌ」と表記し、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧを「画面Ｇ」と表記す
る。
【００７０】
　まず、クライアントシステム１８Ｂがロジカル表示領域１８ｅＬを選択すると（ステッ
プＳ４００２）、クライアントシステム１８Ｂはロジカル表示領域１８ｅＬを選択したと
いう情報をＷＷＷサーバシステム１４へ送信する（ステップＳ４００４）。
　ステップＳ４００４の処理で送信された情報を受信したＷＷＷサーバシステム１４は、
メモリに記憶された同期情報からクライアントシステム１８Ｂの同期情報を検索し（ステ
ップＳ４００６）、クライアントシステム１８Ｂの同期情報が存在するか否かを判断する
（ステップＳ４００８）。
　このステップＳ４００８の判断処理において、クライアントシステム１８Ｂの同期情報
が存在しないと判断された場合には、この処理を終了する。
　一方、ステップＳ４００８の判断処理において、クライアントシステム１８Ｂの同期情
報が存在すると判断された場合には、ステップＳ４０１０の処理へ進み、同期情報が示す
全ての同期した端末たるクライアントシステム１８Ａおよびクライアントシステム１８Ｃ
へ、以下のａおよびｂの情報からなる画面選択情報を送信する。
　ａ：ロジカル表示領域１８ｅＬを編集する端末たる編集端末はクライアントシステム１
８Ｂである
　ｂ：クライアントシステム１８Ｂが直前に選択していたジェオメトリカル表示領域１８
ｅＧは何れの端末にも選択されていない（編集端末なし）
　上記したステップＳ４０１０の処理を終了すると、ステップＳ４０１２の処理へ進み、
ステップＳ４０１０の処理で送信された画面選択情報を受信した端末たるクライアントシ
ステム１８Ａおよびクライアントシステム１８Ｃは、表示領域の選択状態を以下のａおよ
びｂのように変更し、この処理を終了する。
　ａ：ロジカル表示領域１８ｅＬを編集する端末たる編集端末をクライアントシステム１
８Ｂへ変更する
　ｂ：ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧを編集する端末はない（編集端末なし）に変更
する
【００７１】
　なお、本発明においては、各端末での編集途中において、当該編集途中の端末と同期す
る端末（同期端末）から割り込み操作することができるようになされている。
　例えば、クライアントシステム１８Ａでロジカル表示領域１８ｅＬのデータを編集中に
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、クライアントシステム１８Ｂでロジカル表示領域１８ｅＬを選択すると、クライアント
システム１８Ａの編集処理は中断され、クライアントシステム１８Ｂの操作が有効になる
。
　さらに、クライアントシステム１８Ａでロジカル表示領域１８ｅＬを選択すると、クラ
イアントシステム１８Ａで編集処理を中断した時点の操作から再開できる。
【００７２】
　また、本発明においては、同一のオブジェクトを複数の端末で編集できないように制御
されている。
　図４１を参照しながら具体的に説明すると、クライアントシステム１８Ａがフィジカル
表示領域１８ｅＰでＩＣ１を移動中は、データベース内のＬｏｇｉｃａｌオブジェクト、
ＰｈｙｓｉｃａｌオブジェクトおよびＧｅｏｍｅｔｒｉｃａｌオブジェクトのＩＣ１は、
クライアントシステム１８Ａが編集中であるというステータスに変更される。
　ここで、クライアントシステム１８Ｂが、ロジカル表示領域１８ｅＬやジェオメトリカ
ル表示領域１８ｅＧでＩＣ１を編集しようとすると、他の端末たるクライアントシステム
１８Ａが編集中であるというステータスのため編集不可となる。
【００７３】
　（３）上記した実施の形態においては、ロジカル表示領域１８ｅＬにおける処理内容を
フィジカル表示領域１８ｅＰやジェオメトリカル表示領域１８ｅＧへ反映させる場合を中
心に説明したが、本発明はこれに限られるものではないことは勿論であり、ロジカル表示
領域１８ｅＬにおける処理内容をフィジカル表示領域１８ｅＰやジェオメトリカル表示領
域１８ｅＧへ反映させる場合と同様な処理により、フィジカル表示領域１８ｅＰにおける
処理内容をロジカル表示領域１８ｅＬやジェオメトリカル表示領域１８ｅＧへ反映させて
もよいし、ジェオメトリカル表示領域１８ｅＧにおける処理内容をロジカル表示領域１８
ｅＬやフィジカル表示領域１８ｅＰへ反映させてもよい。
　例えば、図４２を参照しながら、フィジカル表示領域１８ｅＰにおける処理内容をロジ
カル表示領域１８ｅＬおよびジェオメトリカル表示領域１８ｅＧへ反映させる処理につい
て説明すると、フィジカル表示領域１８ｅＰにおいて「ＩＣ１」を削除する編集処理を行
うと、その際にデータベースにおいては、
　（ａ）配置情報からＩＣ１の配置情報を削除（図４２の（ａ）参照）
　（ｂ）部品情報からＩＣ１を削除（図４２の（ｂ）参照）
　（ｃ）接続情報からＩＣ１の接続情報を削除（図４２の（ｃ）参照）
すると同時に、
　（ｄ）ＩＣ１が削除された配置情報、部品情報および接続情報をロジカル表示領域１８
ｅＬおよびフィジカル表示領域１８ｅＰに反映することにより、ロジカル表示領域１８ｅ
Ｌおよびフィジカル表示領域１８ｅＰからＩＣ１とＩＣ１の接続情報とを削除する（図４
２の（ｄ）参照）。
　その結果、フィジカル表示領域１８ｅＰにおける配置・配線の変更内容が、ロジカル表
示領域１８ｅＬおよびフィジカル表示領域１８ｅＰに反映されて同期する。
【００７４】
　（４）上記した実施の形態においては、端末たるクライアントシステム１８の表示装置
１８ｅの表示画面に、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオ
メトリカル表示領域１８ｅＧとの３つの表示領域を表示させる場合を中心に説明した。
　しかしながら、本発明はこれに限られるものではないことは勿論であり、端末の表示装
置１８ｅの表示画面に、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェ
オメトリカル表示領域１８ｅＧとのなかで何れか２つの表示領域を選択的に表示させるよ
うにしてもよい。
　具体的には、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとの２つの表示
領域を表示させるようにしてもよいし、あるいは、ロジカル表示領域１８ｅＬとジェオメ
トリカル表示領域１８ｅＧとの２つの表示領域を表示させるようにしてもよいし、あるい
は、フィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表示領域１８ｅＧとの２つの表示領
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域を表示させるようにしてもよい。
　また、表示させる表示領域の選択の指示は、クライアントシステム１８のキーボード１
８ｆやマウス１８ｇなどを操作して行うようにすればよい。
　なお、ロジカル表示領域１８ｅＬとフィジカル表示領域１８ｅＰとジェオメトリカル表
示領域１８ｅＧとのなかで何れか２つの表示領域を表示させる場合においては、端末の表
示装置１８ｅの表示画面に表示させる際に２つの表示領域を表示させる点でのみ異なり、
他の処理は上記した実施の形態と同様である。
【００７５】
　（５）上記した実施の形態においては、端末たるクライアントシステム１８を用いて、
電気設計に関する各種設計情報の出力も可能となっている。
　具体的には、クライアントシステム１８により、回路図から論理（機能）ブロック単位
、基板単位などの単位で電気設計に関する必要な情報のみを選択して出力し、生成するこ
とができるようにしたものである。なお、出力する情報とは、回路図、部品表、ネットリ
ストなどの電気設計に関する各種設計情報を指す。
【００７６】
　ここで、図４３に示す設計情報を出力する際の処理を表す処理ルーチンのフローチャー
トを参照しながら、設計情報を機能別に出力する際の処理の一例を説明すると、まず、ク
ライアントシステム１８において所定のコマンドの入力などによりこの処理ルーチンが起
動されると、クライアントシステム１８のキーボード１８ｆやマウス１８ｇなどを操作し
てデータベース内に格納された情報のなかから部品名、部品数、部品単価、部品の消費電
力、部品が配置されている機能ブロック名および回路記号の情報を選択し、当該選択した
情報たる部品名、部品数、部品単価、部品の消費電力、部品が配置されている機能ブロッ
ク名および回路記号の情報をデータベース内から読み出し、ランダムアクセスメモリ１８
ｃに記憶する（ステップＳ４３０２）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報に基づいて、機能ブロック単位で
部品を区分けして、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶する（ステップＳ４３０４）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報に基づいて、部品名で部品を区分
けして、部品名毎に個数を集計しランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶する（ステップＳ
４３０６）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報に基づいて、部品名毎に「部品個
数×部品単価」の演算処理を行って小計金額を集計し、集計した小計金額から合計金額を
算出し、小計金額および合計金額をランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶する（ステップ
Ｓ４３０８）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報を表示装置１８ｅへ出力して、ラ
ンダムアクセスメモリ１８ｃに記憶されていた情報に基づいて、表示装置１８ｅの表示画
面に機能ブロック名をツリー表示し（ステップＳ４３１０）、上記ツリー表示の最上部に
表示された機能ブロックに区分けされた部品を部品名単位で一覧に表示して各部品個数、
小計金額および合計金額を表示する（ステップＳ４３１２）。
　次に、表示装置１８ｅの表示画面において予め設定された消費電力集計タグを、マウス
１８ｇでクリックする（ステップＳ４３１４）。
　そうすると、上記ツリー表示で選択されている機能ブロック名を検知し（ステップＳ４
３１６）、検知した機能ブロック名の機能ブロックに区分けされた部品をランダムアクセ
スメモリ１８ｃから読み出して表示装置１８ｅへ出力することにより一覧に部品名を表示
し（ステップＳ４３１８）、部品名を表示した各部品の回路記号および消費電力を一覧に
表示し（ステップＳ４３２０）、検知した機能ブロック名の機能ブロックに区分けされた
部品の消費電力を合計して表示し（ステップＳ４３２２）、この処理を終了する。
【００７７】
　次に、図４４に示す設計情報を出力する際の処理を表す処理ルーチンのフローチャート
および図４７に示す設計情報を出力する際の処理における表示画面を表した動作説明図を
参照しながら、設計情報を基板別に出力する際の処理の一例を説明すると、まず、クライ
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アントシステム１８において所定のコマンドの入力などによりこの処理ルーチンが起動さ
れると、クライアントシステム１８のキーボード１８ｆやマウス１８ｇなどを操作してデ
ータベース内に格納された情報のなかから部品名、部品数、部品単価および部品が配置さ
れている基板名の情報を選択し（図４７における「「基板」アイコンをドラッグ」を参照
する。）、当該選択した情報たる部品名、部品数、部品単価および部品が配置されている
基板名の情報をデータベース内から読み出し、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶する
（ステップＳ４４０２）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報に基づいて、基板単位で部品を区
分けして、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶する（ステップＳ４４０４）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報に基づいて、部品名で部品を区分
けして、部品名毎に個数を集計しランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶する（ステップＳ
４４０６）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報に基づいて、部品名毎に「部品個
数×部品単価」の演算処理を行って小計金額を集計し、集計した小計金額から合計金額を
算出し、小計金額および合計金額をランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶する（ステップ
Ｓ４４０８）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報を表示装置１８ｅへ出力して、ラ
ンダムアクセスメモリ１８ｃに記憶されていた情報に基づいて、表示装置１８ｅの表示画
面に基板名をツリー表示し（ステップＳ４４１０）、上記ツリー表示の最上部に表示され
た基板に区分けされた部品を部品名単位で一覧に表示して各部品個数、小計金額および合
計金額を表示し（ステップＳ４４１２）（図４７における「「基板」別に設計情報を出力
」を参照する。）、この処理を終了する。
【００７８】
　次に、図４５に示す設計情報を出力する際の処理を表す処理ルーチンのフローチャート
を参照しながら、設計情報を製品の機種単位に出力する際の処理の一例を説明すると、ま
ず、クライアントシステム１８において所定のコマンドの入力などによりこの処理ルーチ
ンが起動されると、クライアントシステム１８のキーボード１８ｆやマウス１８ｇなどを
操作してデータベース内に格納された情報のなかから部品名、部品数、部品単価、部品の
消費電力、機種、各機種のコスト目標、各機種の消費電力目標および各機種のコメントの
情報を選択し、当該選択した情報たる部品名、部品数、部品単価、部品の消費電力、機種
、各機種のコスト目標、各機種の消費電力目標および各機種のコメントの情報をデータベ
ース内から読み出し、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶する（ステップＳ４５０２）
。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報に基づいて、機種単位で部品を区
分けして、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶する（ステップＳ４５０４）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報に基づいて、部品の単価と消費電
力を合計し、各機種の合計金額と消費電力とを算出してランダムアクセスメモリ１８ｃに
記憶する（ステップＳ４５０６）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃに記憶した情報を表示装置１８ｅへ出力して、ラ
ンダムアクセスメモリ１８ｃに記憶されていた情報に基づいて、ステップＳ４５０６で算
出した各機種の合計金額と消費電力とを表示し（ステップＳ４５０８）、機種のコスト目
標、消費電力目標および機種のコメントを表示し（ステップＳ４５１０）、この処理を終
了する。
【００７９】
　なお、上記した図４３、図４４および図４５のフローチャートに示す処理においては、
設計情報を表示装置１８ｅへ出力することにより表示するようにしたが、これに限られる
ものではないことは勿論であり、設計情報を表示装置１８ｅへ出力する代わりにプリンタ
ーなどの他の出力装置や記憶媒体などに出力するようにしてもよい。
【００８０】
　（６）上記した実施の形態において、端末たるクライアントシステム１８を用いて、各
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　具体的には、回路図、部品表、ネットリストなどの電気設計に関する情報を、関連付け
するようにした。なお、特定の設計情報（回路図など）から、関連付けした情報のみ（論
理ブロックＡの部品表のみなど）を参照することも可能である。
【００８１】
　ここで、図４６に示す設計情報を関連付けする際の処理を表す処理ルーチンのフローチ
ャートおよび図４８に示す設計情報を関連付けする際の処理における表示画面を表した動
作説明図を参照しながら、設計情報の関連付け処理の一例としてデータＡを回路ブロック
Ｘに関連付ける処理を説明する。
　まず、クライアントシステム１８において所定のコマンドの入力などによりこの処理ル
ーチンが起動されると、表示装置１８ｅの表示画面において、マウス１８ｇを用いてデー
タＡを回路ブロックＸまでドラッグしてドロップする（ステップＳ４６０２）。即ち、関
連付けする設計情報としてデータＡと回路ブロックＸとを選択し、マウス１８ｇを用いた
ドラッグアンドドロップにより、データＡと回路ブロックＸとを関連付けるための操作を
行う（図４８における「ＰＤＦをドラッグし関連付け」を参照する。）。
　次に、ランダムアクセスメモリ１８ｃにデータＡを示す実体データを格納し（ステップ
Ｓ４６０４）、データＡが回路ブロックＸの関連データであることをデータベースに送信
してデータベースに記憶する（ステップＳ４６０４）。
　次に、関連データが存在することを意味するアイコンを、表示装置１８ｅの表示画面に
おける回路ブロックＸの表示領域に表示する（ステップＳ４６０８）。
　次に、マウス１８ｇを用いて回路ブロックＸをクリックすると（ステップＳ４６１０）
、データベースから回路ブロックＸの関連データを検索し一覧に表示する（ステップＳ４
６１２）（図４８における「回路ブロックをクリックし、関連情報を一覧表示」を参照す
る。）。
　そして、マウス１８ｇを用いて関連データの一覧からデータＡをクリックすると（ステ
ップＳ４６１４）（図４８における「関連情報の一覧から、表示したいデータをクリック
」を参照する。）、ランダムアクセスメモリ１８ｃに格納されたデータＡの実体データを
表示し（ステップＳ４６１６）、この処理を終了する。
　なお、上記した設計情報を関連付けする際の処理においては、関連付ける対象の設計情
報として、上記（５）における各種設計情報の出力処理において出力対象とされる設計情
報を選択するようにしてもよい。
【００８２】
　（７）上記した実施の形態ならびに上記した（１）乃至（６）に示す変形例は、適宜に
組み合わせるようにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８３】
　本発明は、各種製品の設計を行う際に利用することができる。
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